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は
、
E
8
代
2
社
今
i
．
共
忘
i
主
義
経
済
学
の
な
か
で
、
基
本
的
経
済
法
則
に
つ
い
で
重
要
な
意
義
を
も
つ
経
済
法
則
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
則
は
、
ス
ク
ー
リ
ン
の
『
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
の
な
か
で
、
従
来
の
誤
っ
た
「
社
会
主
義
的
計
画
化
1
1
経
済
法
則
」
論
の
克
服
を
直
接
の
目
的
と
し
て
は
じ
め
て
登
場
し
た
の
だ
が
、
現
在
、
一
定
の
構
造
を
も
っ
た
そ
の
通
説
的
理
解
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
同
時
に
、
か
な
り
以
前
か
ら
断
片
的
に
、
そ
し
て
妓
近
に
お
い
て
は
ま
す
ま
す
系
統
的
に
、
こ
の
通
説
的
理
解
の
妥
当
性
に
た
い
し
て
重
大
な
疑
問
が
な
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
則
の
理
解
に
は
、
今
、
重
要
な
転
機
が
お
と
づ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
折
に
ふ
れ
て
、
こ
の
法
則
の
通
説
的
理
解
に
批
判
的
な
わ
れ
わ
れ
の
態
度
を
表
明
し
て
き
た
。
本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
法
則
の
通
説
的
理
解
と
そ
れ
に
た
い
す
る
異
説
的
諸
見
解
と
を
検
討
し
て
、
こ
の
法
則
の
真
の
内
容
と
経
済
諸
法
則
の
体
系
の
な
か
で
の
こ
の
法
則
の
真
の
位
既
と
に
か
ん
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
の
考
察
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
お
も
な
文
献
を
一
括
し
て
か
か
げ
よ
う
。
以
下
で
の
各
種
の
注
は
、
簡
単
化
の
た
め
に
、
主
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
1
よ
し
I‘ 
が
き
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
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こ
の
法
則
の
客
観
的
性
格
の
承
認
は
無
条
件
に
正
し
い
。
だ
が
、
こ
の
法
則
と
計
画
化
と
の
関
連
の
理
解
に
は
問
題
が
残
さ
れ
て
い
文）。 ま
ず
、
こ
の
法
則
の
理
解
を
め
ぐ
る
諸
論
点
を
整
理
し
て
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
次
節
以
下
で
く
わ
し
く
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
摘
出
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
主
要
な
諸
論
点
は
、
す
で
に
「
ス
ク
ー
リ
ン
論
文
」
の
な
か
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ヽ
第
一
の
論
点
は
、
こ
の
法
則
と
計
画
お
よ
び
計
画
化
と
の
区
別
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
法
則
の
客
観
的
性
格
の
問
題
と
、
法
則
と
計
画
化
と
の
関
連
の
問
題
と
を
ふ
く
む
。
「
わ
れ
わ
れ
の
…
…
計
画
と
、
国
民
経
済
が
計
画
性
を
も
っ
た
、
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
発
展
を
す
る
と
い
う
客
観
的
な
経
済
法
則
と
を
、
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
」
（
〔
1
〕
邦
訳
一
三
ペ
ー
ジ
）
、
の
で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
、
「
社
‘
 
会
的
生
産
を
た
だ
し
く
計
画
す
る
可
能
性
を
…
…
あ
た
え
る
」
が
、
「
可
能
性
を
現
実
性
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
諸
計
画
は
「
こ
の
経
済
法
則
の
諸
要
求
を
完
全
に
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
」
（
〔
1
〕
邦
訳
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傍
点
ー
原
1
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の
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点
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第
三
の
論
点
は
、
こ
の
法
則
が
、
「
資
本
主
義
の
も
と
で
の
競
争
お
よ
び
生
産
の
無
政
府
性
と
い
う
法
則
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
」
、
そ
の
「
法
則
が
効
力
を
う
し
な
っ
た
の
ち
に
、
生
産
諸
手
段
の
社
会
化
に
も
と
づ
い
て
発
生
し
た
」
（
〔
1
〕
邦
訳
一
三
ー
一
四
ペ
ー
ジ
）
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
言
で
は
な
い
。
則
の
「
諸
要
求
」
の
内
容
の
理
解
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
七
九
る
。
ス
ク
ー
リ
ソ
は
、
諸
法
則
の
う
ち
、
こ
の
法
則
（
と
基
本
的
経
済
法
則
）
だ
け
を
国
民
経
済
計
画
化
と
む
す
び
つ
け
た
(
T
1
N
邦
訳
一
四
、
五
一
ペ
ー
ジ
）
。
だ
が
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
事
態
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
理
解
は
、
も
っ
ば
ら
、
こ
の
法
第
二
の
論
点
は
、
「
計
画
性
」
(
l
l
J
1
8
H
O
M
e
p
H
O
C
T
b
)
と
「
均
衡
性
」
(
n
p
o
n
o
p
l
.
(
H
O
H
8
J
l
b
H
O
C
T
b
)
と
の
相
互
関
係
で
あ
る
。
ス
ク
ー
リ
ン
は
、
こ
の
法
則
を
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
．
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
3
貝
O
H
f
i
J
l
8
H
O
M
e
p
H
o
r
o
,
 n
p
o
n
O
p
l
.
U
i
O
H
a
 ,
 
J
l
b
H
O
r
o
 
p
a
3
B
H
T
I
U
I
 H
a
p
O
,
!
U
I
O
r
o
 
X
0
3
H
H
C
T
B
a
)
」
と
よ
び
、
あ
き
ら
か
に
、
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
と
を
、
両
者
の
相
互
関
係
を
問
わ
な
い
ま
ま
で
と
も
に
同
一
法
則
の
主
要
な
内
容
を
し
め
す
範
晦
と
み
な
し
て
い
る
。
同
時
に
、
彼
は
、
こ
の
法
則
を
単
に
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
」
と
よ
び
、
ま
た
、
「
均
衡
性
」
あ
る
い
は
種
々
の
釣
合
い
に
と
く
に
言
及
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
法
則
を
「
計
画
性
」
に
重
点
を
置
い
て
理
解
し
た
、
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
、
通
説
は
、
の
ち
に
み
る
よ
、
、
、
う
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
有
名
な
命
題
に
誤
っ
て
依
拠
し
つ
つ
、
「
計
画
性
」
1
1
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
と
み
な
し
て
い
る
。
だ
が
、
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
と
の
区
別
と
関
連
の
理
解
の
現
状
に
は
、
ま
だ
多
く
の
疑
問
点
が
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
両
者
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
通
説
的
理
解
に
お
け
る
こ
の
法
則
ほ
、
わ
れ
わ
れ
の
意
見
で
は
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
」
あ
る
い
は
簡
単
に
「
生
産
の
計
画
性
の
法
則
」
と
、
経
済
的
諸
釣
合
い
ー
ー
そ
の
総
体
が
「
均
衡
性
」
で
あ
る
ー
に
か
ん
す
る
諸
法
則
と
い
う
、
複
数
の
法
則
に
分
割
さ
れ
る
ぺ
き
、
あ
ま
り
に
多
く
の
「
諸
要
求
」
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
二
の
論
点
を
い
か
に
解
決
す
る
か
に
、
他
の
す
べ
て
の
論
点
の
理
解
が
か
か
っ
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
過
174 
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
社
会
主
義
の
特
有
経
済
法
則
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
論
点
は
、
通
説
的
理
解
に
お
い
て
も
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
理
解
は
、
こ
の
法
則
を
も
っ
ぱ
ら
「
計
画
性
」
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
」
と
し
て
と
ら
え
る
場
合
に
の
み
正
し
い
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
論
点
は
、
資
本
主
義
に
特
有
な
外
的
強
制
法
則
の
直
接
的
否
定
物
と
し
て
の
、
社
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
外
的
法
則
を
い
か
に
理
解
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
、
、
、
、
第
四
の
論
点
は
、
こ
の
法
則
と
価
値
法
則
と
の
関
連
に
か
か
わ
る
。
ス
ク
ー
リ
ソ
は
、
こ
の
法
則
の
作
用
は
、
「
価
値
法
則
の
作
用
す
る
範
囲
と
価
値
法
則
が
生
産
に
影
密
を
あ
た
え
る
程
度
と
を
、
制
限
せ
ず
に
は
お
か
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
「
価
値
法
則
は
、
わ
れ
わ
れ
の
制
度
の
も
と
で
は
生
産
の
規
制
者
の
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
〔
1
〕
、
邦
訳
二
九
ー
三
三
ペ
ー
ジ
）
、
と
の
べ
た
。
通
説
的
理
解
で
は
、
よ
り
積
極
的
に
、
こ
の
法
則
が
社
会
主
義
「
生
産
の
規
制
者
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
、
、
、
こ
こ
で
は
、
一
九
一
―
-0年
代
の
、
価
値
法
則
と
計
画
と
の
絶
対
的
相
互
排
除
論
と
は
異
な
っ
て
、
価
値
法
則
と
こ
の
法
則
と
の
同
時
的
共
存
が
肯
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
な
お
、
「
生
産
の
規
制
者
」
的
役
割
に
お
い
て
は
、
両
者
が
相
互
排
除
の
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
論
点
の
理
解
は
、
だ
が
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
生
産
と
価
値
法
則
に
か
ん
す
る
諸
論
者
の
見
解
が
異
な
る
に
し
た
が
っ
て
異
な
り
う
る
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
則
の
「
生
産
の
規
制
者
」
的
性
格
は
、
こ
の
法
則
の
本
質
を
「
均
衡
性
」
に
、
し
か
も
、
こ
の
「
均
衡
性
」
を
構
成
す
る
種
々
の
「
国
民
経
済
的
釣
合
い
」
の
な
か
で
も
、、
社
会
内
分
業
の
釣
合
い
に
、
も
っ
ば
ら
か
か
ら
わ
せ
る
と
き
に
の
み
正
し
く
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
こ
の
、
、
、
第
五
の
論
点
は
、
他
の
特
有
経
済
諸
法
則
に
た
い
す
る
こ
の
法
則
の
独
自
性
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ク
ー
リ
ソ
は
、
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
は
、
…
…
ど
の
よ
う
な
任
務
の
た
め
に
国
民
経
済
の
計
画
的
発
展
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
わ
か
っ
て
い
な
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
か
っ
た
…
…
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
で
は
な
に
一
っ
う
み
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
（
〔
1
〕
邦
訳
五
O
I五
一
ペ
ー
ジ
）
、
法
則
と
価
値
法
則
と
の
関
連
が
正
し
く
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
八
〇
「
国
民
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ヽ
0
、
と
の
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
基
本
的
経
済
法
則
に
た
い
す
る
そ
の
従
属
的
意
義
の
強
調
の
か
げ
に
、
こ
の
法
則
の
独
自
的
存
在
の
意
義
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
法
則
を
法
則
と
し
て
承
認
す
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
が
い
か
な
、
、
、
、
、
、
、
る
生
産
関
係
表
現
の
法
則
で
あ
る
か
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
、
こ
の
法
則
の
独
自
的
な
意
義
と
、
経
済
諸
法
則
の
体
系
の
な
か
で
の
そ
の
独
自
な
位
置
は
、
け
っ
し
て
一
義
的
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
と
で
は
、
け
っ
し
て
同
一
で
は
あ
り
え
な
い
。
以
上
が
、
こ
の
法
則
の
理
解
を
め
ぐ
る
主
要
論
点
で
あ
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
法
則
の
正
し
い
理
解
ほ
、
ほ
と
ん
ど
す
ぺ
て
、
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
の
相
互
関
係
を
い
か
に
理
解
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
次
節
に
お
い
て
、
一
般
的
に
、
主
と
し
て
方
法
論
的
に
論
じ
、
つ
づ
く
諸
節
で
、
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
と
均
衡
性
に
か
か
わ
る
諸
法
則
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
考
察
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
八
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
の
内
容
の
理
解
が
問
題
と
さ
れ
る
時
に
、
の
が
、
レ
ー
ニ
ソ
の
有
名
な
言
葉
ー
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
は
、
真
に
、
計
画
性
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
(
I
l
O
c
T
O
H
H
H
塁
,
C
0
3
H
a
T
e
J
i
b
H
O
 
I
l
O
M
e
)
K
H
B
a
e
M
a
H
 
n
p
o
n
o
p
l
U
-
I
O
H
a
J
i
b
H
O
C
T
b
,
 
.
z
t
e
l
i
c
T
B
H
T
e
J
i
b
H
O
,
 
0
3
H
a
'
I
a
J
i
a
 
Obi 
I
l
J
l
a
H
O
M
e
p
'
 
H
O
C
T
b
l
」
ー
で
あ
る
。
こ
の
法
則
の
通
説
的
理
解
が
こ
の
命
題
に
強
く
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
法
則
の
「
内
容
」
、
「
諸
要
求
」
、
「
基
本
的
特
徴
」
、
あ
る
い
は
こ
の
法
則
が
表
現
す
る
「
必
然
性
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
い
く
つ
か
代
表
例
を
あ
げ
よ
う
。
こ
の
「
法
則
ほ
、
社
会
主
義
的
な
社
会
的
生
産
の
発
展
に
お
け
る
た
え
ま
な
い
均
衡
性
が
社
会
に
よ
っ
て
た
え
ず
維
持
さ
れ
る
こ
と
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
2
 
ま
ず
両
者
の
区
別
と
関
連
を
、
つ
ね
に
登
場
す
る
176 
12 
こ
の
法
則
の
「
要
求
」
の
枠
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
あ
る
論
者
を
例
外
と
し
て
、
通
説
的
諸
見
解
が
一
致
し
て
、
「
計
画
性
」
1
1
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
に
こ
の
法
則
の
本
質
的
特
徴
を
も
と
め
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
、、
る
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
命
題
に
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
'_
_
 「
経
済
の
計
画
性
ー
ー
こ
れ
は
、
社
会
に
よ
っ
て
た
え
ま
な
く
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
、
国
民
経
済
の
な
か
の
均
衡
性
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
〔
7
〕
C
T
p
.
 
2
2
0
 H
 C
M
.
 
C
T
p
.
 
4
)
。
こ
こ
で
は
、
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
1
1
「
計
画
性
」
と
い
う
レ
ー
ニ
ン
の
命
題
が
、
「
計
画
性
」
1
1
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
と
い
う
命
題
に
転
化
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
命
題
は
か
な
ら
ず
し
も
お
な
じ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
鉄
1
1
金
属
と
い
う
等
式
か
ら
た
だ
ち
に
金
属
1
1
鉄
と
い
う
等
式
を
ひ
き
だ
せ
な
い
の
と
お
な
じ
で
あ
る
。
こ
の
法
則
の
通
説
的
理
解
に
批
判
的
な
論
者
た
ち
は
、
一
致
し
て
、
こ
の
論
理
的
矛
盾
を
つ
い
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
1
1
「
計
画
性
」
と
い
う
レ
ー
・
ニ
ソ
の
命
題
を
、
通
説
的
諸
見
解
が
い
か
に
と
ら
え
て
い
る
か
を
具
体
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
こ
の
検
討
の
な
か
に
、
多
く
の
疑
点
が
摘
出
さ
れ
る。
を
要
求
す
る
」
（
〔
2
〕
⑮
C
T
p
.
 2
3
,
 
g
 CTp
.
 9
,
 
〔19〕
C
T
P
・
1
4
1
.
)
゜
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
`
‘
、
、
富
ヽ
ヽ
ヽ
畜
ヽ
●
ヽ
ヽ
｀
ヽ
こ
の
「
法
則
の
本
質
的
な
特
徴
を
な
し
て
い
る
の
は
、
均
衡
性
、
す
な
わ
ち
、
社
会
的
生
産
の
体
系
の
な
か
で
の
、
社
会
的
分
業
に
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
富
畜
・
、
、
、
、
、
、
、
．
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
一
定
の
照
応
、
お
よ
び
、
社
会
の
側
か
ら
す
る
こ
の
均
衡
性
の
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
な
設
定
と
維
持
の
必
然
性
で
あ
る
（
傍
点
—
原
文
）
」
〔8
〕C
T
p
.
 
1
9
0
)
。
、
、
、
、
、
、
、
‘
`
•
ヽ
・
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
、
・
、
・
、
、
。
｀
ヽ
・
、
こ
の
「
法
則
ほ
、
社
会
主
義
的
拡
大
再
生
産
の
過
程
で
均
衡
性
が
た
え
ま
な
く
意
識
的
に
保
障
さ
れ
る
客
観
的
必
然
性
と
可
能
性
を
、、
表
現
す
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
〔
13〕
C
T
p
.
 
1
4
)
。
す
な
わ
ち
そ
の
全
部
門
の
規
模
で
の
経
済
の
計
画
的
運
営
、
〔
3
〕
C
T
p
.
 
1
2
,
 
〔
9
〕
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
八
177 
う
る
も
の
で
は
な
く
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
股
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
と
す
る
と
い
う
」
均
衡
性
」
、
ぎ
の
、
周
知
の
命
題
で
あ
る
。
こ
ま
、
¥
9
 
一
般
に
、
八
あ
る
論
者
は
、
こ つ
「
均
衡
性
」
が
種
々
の
「
国
民
経
済
的
釣
合
い
」
の
総
体
を
意
こ
の
二
つ
の
規
定
の
う
ち
、
よ
り
広
義
な
前
者
の
規
定
の
方
が
、
通
説
的
理
解
の
大
勢
に
そ
っ
た
も
の
と
い
え
る
し
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
に
同
意
す
る
。
「
…
…
国
民
経
済
の
な
か
で
の
計
画
性
あ
る
い
は
理
性
的
に
設
定
さ
れ
る
均
衡
性
は
、
多
数
の
部
分
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
的
な
経
済
的
釣
合
い
か
ら
形
成
さ
れ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
〔
13〕
CTp. 2
1
)
と
い
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
「
国
民
経
済
的
釣
合
い
C
T
p
.
 
1
8
8
)
。
(
H
a
p
O
.
Z
I
.
H
O
X
 0
 3
H
H
C
T
B
e
H
H
h
l
e
 
r
r
p
o
r
r
O
p
l
.
¥
H
H
)
」
物
質
的
生
産
諸
部
門
問
の
社
会
内
分
業
上
の
釣
合
い
の
ほ
か
に
、
③
 
お
よ
そ
「
釣
合
い
」
が
問
題
と
さ
れ
う
る
う
ぺ
て
の
連
関
が
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
上
の
釣
合
い
に
還
元
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
て
、
「
均
衡
性
」
を
た
ん
に
社
会
内
分
業
味
す
る
と
す
れ
ば
、
個
々
の
釣
合
い
の
正
し
い
理
解
が
な
け
れ
ば
、
均
衡
性
も
正
し
く
理
解
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
す
ぐ
あ
と
で
み
る
よ
う
に
、
方
法
論
的
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
、
、
、
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
均
衡
性
」
そ
の
も
の
は
共
通
経
済
法
則
に
表
現
さ
れ
る
が
、
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
し
た
が
っ
て
「
計
画
性
」
は
社
会
・
共
産
主
義
の
経
済
法
則
で
あ
る
、
と
一
般
に
い
わ
れ
る
。
論
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
一
般
に
軽
視
「
種
々
の
欲
望
批
に
対
応
す
る
生
産
物
批
が
社
会
的
総
労
働
の
種
々
の
最
的
に
規
定
さ
れ
た
掘
を
必
要
「
一
定
の
割
合
で
の
社
会
的
労
働
の
分
割
の
必
要
は
、
け
っ
し
て
社
会
的
生
産
の
特
定
の
形
態
に
よ
っ
て
な
く
さ
れ
た
だ
そ
の
現
象
様
式
」
、
「
貫
か
れ
る
形
態
」
「
を
変
え
う
る
だ
け
だ
・
…
. 
」
（
マ
ル
ク
ス
）
。
一
定
の
、
社
会
的
生
産
の
た
え
ま
な
い
発
展
の
観
点
か
ら
み
て
正
し
い
、
相
互
関
係
）
で
あ
る
」
（
〔
2
〕
⑱
CTp. 6
,
 
8CTP・ 
、
、
、
、
、
畜
p
ヽ
、
、
、
、
、
。
~
、
、
、
、
、
2
1
)
。
ま
た
別
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
「
物
質
的
生
産
の
各
部
面
お
よ
び
部
門
が
、
た
え
ま
な
い
再
生
産
過
程
を
保
障
す
る
よ
う
な
娯
的
お
、
、
、
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
よ
び
質
的
相
互
関
係
に
お
い
て
生
産
物
を
生
産
す
る
、
そ
の
よ
う
な
発
展
、
と
均
衡
性
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
〔
8
〕
、
ま
、
し
'v
よ
う
に
、
社
会
的
生
産
の
諸
部
分
、
諸
要
素
の
あ
い
だ
、
経
済
諸
部
門
の
あ
い
だ
、
再
生
産
の
諸
部
面
の
あ
い
だ
の
『
照
応
』
（
あ
る
、、
第
一
に
、
「
均
衡
性
」
そ
の
も
の
の
概
念
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
云
均
衡
性
と
は
レ
ー
ニ
ソ
が
の
べ
た
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「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
の
命
題
が
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
「
一
定
の
比
率
で
社
会
的
労
働
を
配
分
す
る
必
然
性
を
表
現
す
る
共
通
法
則
と
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
特
有
法
則
と
の
相
互
関
係
の
問
題
」
と
し
て
妥
当
す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
（
〔
3
〕
CTJ>. 
11~12)
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
均
衡
性
」1
1
共
通
法
則
—
↓
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」1
1
特
有
法
則
、
と
い
う
図
式
に
同
意
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
「
均
衡
性
」
は
、
特
定
の
社
会
形
態
の
も
と
で
は
、
特
有
な
社
会
的
性
格
•
本
質
を
も
っ
、
、
、
、
た
均
衡
性
と
し
て
し
か
実
在
せ
ず
、
均
衡
性
一
般
ほ
抽
象
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
定
の
均
衡
性
を
構
成
す
る
一
定
の
経
済
的
釣
合
い
の
総
体
を
念
頭
に
お
け
ば
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
個
々
の
経
済
的
釣
合
い
、
た
と
え
ば
生
産
と
消
費
、
消
費
と
蓄
積
、
生
産
手
段
生
産
と
消
費
物
資
生
産
な
ど
の
照
応
的
連
関
は
、
た
し
か
に
、
抽
象
的
諸
契
機
・
連
関
と
し
て
は
共
通
、
、
、
法
則
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
つ
ね
に
、
特
定
の
生
産
諸
関
係
の
一
定
の
本
質
的
側
面
を
表
現
す
る
特
有
（
内
在
的
）
諸
法
則
と
し
て
し
か
実
在
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
、
特
有
な
経
済
的
釣
合
い
の
総
体
で
あ
る
均
衡
性
が
、
抽
象
的
な
共
通
的
存
在
と
し
て
と
ど
ま
り
え
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
均
衡
性
は
、
こ
う
し
て
、
一
連
の
社
会
・
共
産
主
義
の
特
、
、
、
、
16
有
（
内
在
的
）
経
済
諸
法
則
に
表
現
さ
れ
る
、
一
つ
の
経
済
的
合
法
則
性
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
同
意
で
き
な
い
の
は
、
以
上
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
の
特
有
法
則
的
性
格
が
、
単
に
、
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
・
・
、
、
的
に
維
持
さ
れ
る
」
と
い
う
、
均
衡
性
1
共
通
法
則
と
し
て
と
ら
え
た
ー
ー
の
特
有
な
実
現
様
式
に
の
み
も
と
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
「
均
衡
性
」
そ
れ
自
体
が
、
社
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
内
在
的
経
済
諸
法
則
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
経
済
的
合
法
則
性
と
し
て
実
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
特
有
な
現
象
・
貫
徹
形
態
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
、
重
要
な
論
点
が
み
ち
び
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
と
い
う
特
質
」
ほ
、
け
っ
し
て
均
衡
性
（
あ
る
い
は
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々
の
経
済
的
釣
合
い
）
に
つ
い
て
の
み
妥
当
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
特
有
な
内
在
八
四
179 
こ
の
よ
う
な
わ
れ
わ
れ
の
立
場
か
ら
、
つ
ぎ
に
、
こ
の
法
則
の
通
説
的
理
解
に
批
判
的
な
論
者
た
ち
が
、
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
の
区
別
と
関
述
を
方
法
論
的
に
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
、
を
検
討
し
よ
う
。
ア
・
パ
シ
コ
フ
（
〔
4
〕
C
T
p
.
 2
5
~
2
8
)
に
よ
れ
ば
、
「
均
衡
性
は
発
展
の
計
画
性
の
基
本
的
内
容
を
な
す
と
は
い
え
、
『
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
』
の
概
念
は
『
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
』
の
概
念
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
」
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
者
の
よ
う
に
、
計
画
性
と
均
衡
性
と
を
お
な
じ
次
元
の
概
念
と
み
な
し
て
、
爪
な
る
そ
の
広
狭
を
問
題
に
す
る
の
は
不
正
確
で
あ
ろ
う
。
事
態
を
、
外
的
法
則
と
し
て
の
概
念
の
広
さ
と
、
内
在
的
諸
法
則
の
一
定
の
総
体
と
し
て
の
概
念
の
相
対
的
な
狭
さ
、
に
お
い
て
と
ら
え
ね
と
で
の
「
経
済
の
自
然
成
長
的
な
、
無
政
府
的
な
発
展
の
法
則
」
と
対
立
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る
の
は
正
し
い
が
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
「
国
民
経
済
の
発
展
の
不
均
衡
性
」
に
と
っ
て
か
わ
る
、
「
国
民
経
済
の
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
の
独
自
的
存
在
を
主
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
こ
の
論
者
が
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
八
五
的
経
済
法
則
に
表
現
さ
れ
る
、
社
会
・
共
産
主
義
の
す
べ
て
の
生
産
関
係
的
連
関
に
つ
い
て
妥
当
す
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
、
、
、
し
て
、
こ
の
特
有
な
実
現
・
現
象
・
貫
徹
様
式
1
1
形
態
こ
そ
、
ま
さ
に
、
「
計
画
性
」
の
概
念
内
容
を
な
す
の
で
あ
る
。
社
会
・
共
産
主
義
の
内
在
的
経
済
諸
法
則
は
す
べ
て
、
こ
の
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
」
と
い
う
特
有
な
外
的
法
則
に
媒
介
さ
れ
て
貫
徹
す
る
、
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
通
説
的
理
解
に
お
け
る
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
外
的
法
則
の
側
面
と
、
均
衡
性
に
か
か
わ
る
一
連
の
内
在
的
諸
法
則
の
側
面
と
が
、
つ
ま
り
、
ニ
種
類
の
、
次
元
を
異
に
す
る
経
済
諸
法
則
が
混
在
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
う
し
て
あ
き
ら
か
と
な
る
。
「
計
画
性
」
1
1
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
と
い
う
命
題
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
命
題
を
誤
っ
て
転
倒
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
「
こ
の
、
、
、
よ
う
な
均
衡
性
は
…
…
計
画
性
の
基
本
的
な
内
容
で
あ
る
」
（
〔
14〕
C
T
p
.
 
4
5
3
)
、
と
い
う
表
現
も
き
わ
め
て
不
正
確
な
も
の
で
あ
る
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
」
を
狩
本
主
義
の
も
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「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
張
し
て
い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
疑
念
を
よ
び
お
こ
す
。
社
会
主
義
の
も
と
で
の
特
有
な
均
衡
性
の
経
済
的
合
法
則
性
ぱ
、
済
法
則
に
よ
っ
て
は
表
現
し
つ
く
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
者
の
も
う
―
つ
の
重
要
な
論
点
ぱ
、
「
国
民
経
済
の
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
は
徹
頭
徹
尾
「
共
産
主
義
構
成
体
の
特
有
経
済
法
則
」
で
あ
っ
て
、
若
干
の
論
者
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
と
い
う
「
普
追
的
経
済
法
則
」
の
「
作
用
の
特
有
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
」
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
経
済
法
則
の
概
念
は
必
然
、
、
、
性
だ
け
で
な
く
可
能
性
も
含
む
（
傍
点
ー
原
文
）
」
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
例
の
「
自
然
法
則
」
へ
の
言
及
は
、
も
と
も
と
、
ヽ
~
ヽ
そ
の
よ
う
な
共
通
法
則
の
存
在
の
肯
定
を
意
味
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
「
可
能
性
」
が
社
会
・
共
産
主
義
に
の
み
固
有
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
を
特
有
経
済
法
則
と
み
な
す
根
拠
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
主
張
に
は
同
怠
で
き
な
い
。
ま
ず
、
法
則
概
念
に
と
っ
て
「
可
能
性
」
が
不
可
欠
の
標
識
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
論
証
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
「
非
実
現
奮
に
よ
る
均
衡
性
の
実
現
」
で
あ
る
不
均
衡
性
も
、
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
と
同
様
に
、
抽
象
的
な
均
衡
性
一
般
の
必
然
的
存
在
1
1
共
通
法
則
の
存
在
と
相
互
排
除
関
係
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
者
は
、
共
通
法
則
の
存
在
の
抽
象
的
性
格
を
無
視
し
て
い
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
共
通
法
則
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
を
特
有
法
則
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
総
体
に
お
い
て
一
定
の
均
衡
性
を
形
成
す
る
、
個
々
の
、
照
応
的
な
生
産
関
係
的
述
関
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
特
有
諸
法
則
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
ら
の
一
定
の
抽
象
と
し
て
諸
述
関
の
均
衡
性
の
共
通
法
則
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
オ
・
フ
ヴ
ィ
ン
ギ
ア
（
〔
15〕
C
T
p
.
 
5~ 12)
は
、
「
計
画
性
と
均
衡
性
と
は
同
意
語
で
は
な
い
…
…
。
前
者
は
社
会
主
義
的
・
、
、
、
、
、
、
、
生
産
諸
関
係
の
質
的
側
面
を
表
現
し
、
後
者
は
批
的
側
面
を
表
現
す
る
（
傍
点
111川
者
）
」
、
と
い
う
立
場
か
ら
、
「
特
有
な
買
的
概
念
で
あ
る
『
計
画
性
』
が
、
『
均
衡
性
』
の
祉
的
指
傑
と
同
l
視
さ
れ
て
お
り
、
法
則
の
本
質
が
、
生
産
諸
関
係
の
飛
的
側
面
に
の
み
八
六
、
。
、
―
つ
の
経
181 
帰
せ
ら
れ
て
い
る
」
、
と
通
説
的
理
解
を
批
判
す
る
。
こ
の
批
判
も
、
充
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
な
さ
せ
な
ら
、
第
一
に
、
ュ
計
画
性
」
、
、
、
は
た
し
か
に
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
一
定
の
特
質
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
質
的
な
特
有
性
が
、
内
在
的
諸
法
則
と
は
区
別
さ
れ
る
外
的
法
則
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
し
、
第
二
に
、
「
均
衡
性
」
が
一
述
の
特
有
内
在
諸
法
則
に
ヽ
．
ヽ
ヽ
表
現
さ
れ
る
質
的
に
特
有
な
経
済
的
釣
合
い
1
1
連
関
の
総
体
で
あ
る
こ
と
が
無
視
さ
れ
、
結
局
は
、
‘
 
―
つ
の
、
義
的
生
産
諸
関
係
の
質
的
特
質
を
表
現
し
な
い
、
関
係
」
に
帰
着
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
八
七
「
均
衡
性
」
の
概
念
を
、
社
会
主
一
定
の
祉
的
相
互
な
お
、
こ
の
論
者
は
、
「
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
を
分
業
の
共
通
法
則
の
現
象
形
態
と
考
え
て
い
る
」
「
一
連
の
著
者
た
ち
」
を
批
判
し
て
、
そ
の
よ
う
な
現
象
形
態
は
、
こ
の
法
則
で
は
な
く
て
、
「
計
画
化
」
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
「
計
画
化
」
は
、
分
業
の
共
通
法
則
に
た
い
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
「
交
換
価
値
」
に
と
っ
て
か
わ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
畜
ヽ
ヽ
ヽ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
談
論
に
は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
論
者
は
、
本
質
と
現
象
と
を
峻
別
し
て
、
法
則
は
本
質
に
か
か
わ
る
が
現
象
と
は
絶
対
か
か
わ
り
は
な
い
と
い
う
論
拠
を
も
ち
だ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
生
産
価
格
法
則
は
価
値
法
則
の
「
現
象
形
態
」
で
は
あ
る
が
や
は
り
独
自
な
法
則
で
あ
り
、
独
自
な
本
質
を
表
現
す
る
。
さ
ら
に
、
も
し
分
業
の
共
通
法
則
が
本
質
で
あ
り
交
換
価
値
が
そ
の
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
る
な
ら
ば
、
交
換
価
値
の
本
質
を
な
す
価
値
法
則
と
こ
の
分
業
の
共
通
法
均
衡
性
の
共
通
法
則
は
、
社
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
経
済
諸
法
則
と
し
て
実
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
則
と
が
同
一
物
で
あ
る
、
と
い
う
背
理
を
も
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
分
業
の
共
通
法
則
」
1
1
社
会
の
分
業
の
一
定
の
「
計
画
化
」
と
い
う
「
社
会
的
現
象
」
を
通
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
計
画
性
の
意
義
を
も
っ
と
も
重
視
す
る
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
論
者
た
ち
1
ニ
ヌ
・
ツ
ァ
ゴ
ー
ロ
フ
お
よ
び
ヴ
ェ
・
チ
ェ
ル
、
、
、
、
、
、
、
コ
ヴ
ェ
ツ
を
代
表
者
と
す
る
—
ー
（
〔1
7〕
C
T
p
.
 
1
2
2
~
1
2
3
)
に
よ
れ
ば
、
「
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
は
、
計
画
性
を
も
っ
た
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
「
労
働
と
生
産
手
段
が
種
々
の
部
門
に
分
配
さ
れ
る
、
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(3) 
注
山っ3
~
 
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
、
、
、
‘
`
発
展
の
特
有
法
則
の
作
用
の
直
接
的
結
果
、
そ
の
現
象
形
態
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
（
間
接
的
に
は
）
ま
た
、
例
の
共
通
法
則
の
現
象
、
、
、
、
、
、
。
形
態
で
あ
る
。
…
…
社
会
的
生
産
の
均
衡
性
の
法
則
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
。
こ
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
難
解
な
主
張
に
含
ま
れ
て
い
る
基
本
的
思
想
は
、
「
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
特
有
法
則
」
そ
の
も
の
ほ
、
「
一
定
の
均
衡
性
の
共
通
経
済
法
則
の
特
別
な
歴
史
的
現
象
形
態
」
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
共
通
法
則
に
特
有
な
作
用
形
態
、
す
な
わ
ち
「
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
」
と
い
う
作
用
形
態
を
あ
た
え
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
か
ぎ
り
、
、
、
`
‘
、
、
で
、
共
通
法
則
が
「
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
」
が
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う
外
的
法
則
の
性
格
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
見
解
に
同
意
す
る
。
だ
が
、
他
面
に
お
い
て
、
「
均
衡
性
」
の
「
特
別
な
歴
史
的
現
象
形
態
」
を
、
単
に
そ
の
作
用
形
態
の
ち
が
い
に
お
い
て
だ
け
と
ら
え
て
、
「
均
衡
性
」
そ
れ
自
体
が
、
わ
れ
わ
れ
が
い
く
ど
も
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
特
別
な
生
産
関
係
的
連
関
か
ら
な
る
特
別
な
経
済
的
合
法
則
性
で
あ
る
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
い
る
点
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
見
解
に
同
意
で
き
な
い
。
彼
ら
は
く
り
か
え
し
、
「
経
済
発
展
の
計
画
性
は
社
会
主
義
的
生
産
様
式
の
特
有
な
範
晦
で
あ
る
」
が
「
均
衡
性
の
問
題
は
す
べ
て
の
生
産
様
式
の
も
と
で
存
在
す
る
」
、
と
主
張
し
て
い
る
。
以
上
が
、
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
と
い
う
二
つ
の
範
晦
の
区
別
と
関
連
に
つ
い
て
重
視
す
ぺ
き
方
法
論
的
な
諸
論
点
で
あ
る
。
次
節
以
下
で
の
考
察
は
、
こ
れ
ら
を
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
即
し
て
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
B• 
1
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J
l
e
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H
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C
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T
O
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C
T
p
.
 5
4
5
 `
邦
訳
、
大
月
苔
店
、
第
三
巻
、
六
五
三
ベ
ー
ジ
。
こ
の
「
法
則
に
は
三
つ
の
本
質
的
な
特
徴
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
第
一
に
国
民
経
済
発
展
の
均
衡
性
、
第
二
に
邸
テ
ン
ポ
で
の
そ
の
増
大
の
連
統
性
、
第
三
に
国
民
経
済
の
た
え
ま
な
い
、
安
定
し
た
収
益
性
。
こ
れ
ら
の
す
ぺ
て
が
、
総
体
と
し
て
、
有
機
的
統
一
に
お
い
て
、
〔
こ
の
〕
法
則
の
本
買
を
表
現
す
る
」
ー
〔
5
〕
C
T
p
.
 42° 
な
お
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種
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拡
大
解
釈
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反
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⑱
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わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
で
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
」
（
以
下
で
は
「
生
産
の
計
画
性
の
法
則
」
と
よ
ぶ
）
を
、
社
、
、
、
、
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
、
内
在
的
諸
法
則
と
区
別
さ
れ
る
意
味
で
独
自
な
、
外
的
法
則
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
こ
の
法
則
の
主
要
な
諸
特
徴
を
、
た
ち
い
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
検
討
す
ぺ
き
理
論
的
素
材
は
、
「
均
衡
性
」
に
か
ん
す
る
議
論
を
捨
象
す
れ
ば
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
の
通
説
的
理
解
の
な
か
に
、
ま
た
そ
の
異
説
的
理
解
の
な
か
に
も
、
型
富
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
通
説
的
理
解
の
な
か
に
、
そ
の
よ
う
な
正
し
い
素
材
を
も
と
め
よ
う
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
｀
ヽ
ヽ
富
ヽ
、
、
、
第
一
に
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
の
法
則
の
直
接
的
否
定
物
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
、
こ
の
、
あ
と
の
法
則
が
、
資
本
主
義
に
固
有
な
外
的
強
制
法
則
で
あ
り
、
内
在
的
諸
法
則
と
区
別
さ
れ
る
独
自
な
Il 
法
則
で
あ
る
こ
と
を
く
わ
し
く
検
討
し
た
。
生
産
の
計
画
性
の
法
則
に
つ
い
て
も
お
な
じ
こ
と
を
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
、
社
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
外
的
法
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
す
べ
て
の
生
産
諸
関
係
が
、
た
え
ず
(7) (6) (5) (4) 
3
生
産
の
計
画
性
の
法
則
11
外
的
法
則
八
九
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.
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.
 6
,
 
(13〕
c
r
p
.
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.
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.
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~
4
5
3
.
 
『
資
本
論
に
か
ん
す
る
手
紙
』
、
邦
訳
、
国
民
文
庫
、
上
、
ニ
―
五
ペ
ー
ジ
。
経
済
法
則
と
経
済
的
合
法
則
性
と
の
区
別
に
つ
い
て
ほ
、
拙
論
「
現
代
社
会
主
義
経
済
法
則
論
の
構
造
H
」
、
『
富
大
経
済
論
集
』
第
九
巻
第
三
号
（
一
九
六
一
―
-
・
1
0
)
、
八
し
九
ペ
ー
ジ
を
み
よ
。
〔
12〕
9
p. 
8
5
,
 
〔
16〕
c
r
p
・l
゜4.
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
184 
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
計
画
的
・
自
覚
的
·
意
識
的
に
維
持
•
発
展
さ
せ
ら
れ
る
必
然
性
を
表
現
し
、
こ
の
法
則
で
な
く
、
関
を
表
現
す
る
内
在
的
諸
法
則
の
実
現
の
特
有
な
媒
介
者
・
形
式
で
あ
り
、
「
執
行
官
」
、、
い
わ
ゆ
る
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
を
、
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
の
に
あ
る
、
法
則
に
対
立
さ
せ
る
さ
い
に
、
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
の
法
則
そ
の
も
の
の
独
自
的
な
意
義
に
充
分
な
注
意
を
は
ら
わ
な
か
っ
た
点
こ
の
よ
う
な
「
対
立
」
を
論
じ
る
さ
い
に
は
、
そ
れ
は
、
二
つ
の
法
則
に
共
通
な
外
的
法
則
性
格
に
か
ん
し
て
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
言
ヽ
、
、
、
、
＂
、
、
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
ヽ
｀
ヽ
ヽ
ヽ
｀
ヽ
0
畜
ヽ
ヽ
ヽ
第
二
に
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
は
、
社
会
主
義
生
産
の
運
動
と
発
展
の
特
有
な
性
格
、
生
産
者
の
あ
い
だ
の
連
関
の
特
有
な
性
格
、
、
、
、
、
を
表
現
す
る
。
通
説
的
理
解
に
お
い
て
、
よ
れ
ば
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
通
説
的
理
解
が
、
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
き
は
、
特
有
な
外
的
法
則
で
あ
る
生
産
の
計
画
性
の
法
則
の
こ
と
が
、
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
論
者
に
、
、
奮
ヽ
、
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
富
ヽ
、
、
、
。
、
・
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
は
、
社
会
主
義
生
産
の
運
動
の
性
格
を
表
現
し
、
お
こ
な
わ
れ
る
か
を
し
め
す
る
生
産
者
た
ち
の
あ
い
だ
の
連
関
の
性
格
を
も
表
現
し
、
彼
ら
の
あ
い
だ
の
連
関
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
を
し
め
す
」
(
〔
2
〕
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
〔
2
〕
⑮
C
T
p
.
 
2
6
)
 
⑱
 C
T
p
.
 
8
,
 
⑮
 
C
T
p
.
 
2
3
)
。
（〔
3
〕
C
T
p
.
 
1
2
)
。
通
説
的
理
解
者
の
誤
り
は
、
し
た
が
っ
て
、
直
接
に
個
々
の
生
産
関
係
の
本
質
的
連
の
で
あ
り
、
別
の
論
者
に
よ
っ
て
も
、
「社
「
社
会
で
あ
る
。
通
説
的
理
解
の
誤
り
の
根
源
は
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
が
、
ま
た
、
こ
の
法
則
は
、
こ
の
法
則
は
、
事
実
上
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
が
「
社
会
主
義
社
会
に
お
け
い
か
に
さ
だ
ま
る
か
、
「
社
会
主
義
生
産
の
運
動
と
発
展
の
性
格
を
規
定
す
る
、
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
社
会
的
再
生
産
の
過
程
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
」
生
産
の
運
動
•
発
展
の
性
格
お
よ
び
生
産
者
間
の
連
関
の
性
格
の
問
題
を
、
的
生
産
の
全
部
門
の
あ
い
だ
の
照
応
あ
る
い
は
た
え
ま
な
い
均
衡
性
」
（
〔
2
〕
⑮
C
T
p
.
 
2
3
,
 
:§: 
C
T
p
.
 8
)
の
問
題
に
、
ま
た
、
会
的
生
産
の
す
べ
て
の
構
成
部
分
の
あ
い
だ
に
均
衡
性
（
照
応
）
を
た
え
ず
守
る
こ
と
」
（
〔
3
〕
C
T
p
.
 
1
2
)
に
限
定
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
九
〇
185 
、
、
、
、
。
、
、
奮
ヽ
ヽ
畜
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
富
ヽ
、
、
、
、
。
、
、
。
、
第
三
に
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
は
、
他
の
社
会
・
共
産
主
義
の
す
べ
て
の
経
済
諸
法
則
の
実
現
を
媒
介
す
る
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
「
他
の
諸
法
則
と
の
相
互
連
閲
で
あ
ら
わ
れ
る
、
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
の
重
要
な
特
徴
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
種
々
の
経
済
法
則
の
作
用
が
、
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
過
程
で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
あ
る
」
（
〔
2
〕
⑮
C
T
p
.
 
2
6
)
。
ま
た
、
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
則
の
「
重
要
な
特
質
」
と
し
て
、
「
社
会
主
義
的
な
均
衡
性
の
達
成
が
ま
た
、
他
の
す
べ
て
の
社
会
主
義
の
経
済
法
則
の
実
現
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
こ
と
」
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
〔
7
〕
C
T
p
.
 
2
2
4
)
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
ま
さ
に
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
が
、
．
社
会
・
共
産
主
義
の
他
の
内
在
的
経
済
諸
法
則
と
区
別
さ
れ
る
、
独
自
な
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う
外
的
法
則
で
あ
る
こ
と
の
、
事
実
上
の
確
認
を
意
味
す
る
。
「
社
会
主
義
に
固
有
な
均
衡
性
の
必
然
性
と
性
格
が
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
の
諸
要
求
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
社
会
主
義
生
産
の
諸
釣
合
い
の
具
体
的
な
内
容
は
、
…
…
社
会
主
義
の
も
と
で
作
用
し
て
い
る
他
の
経
済
諸
法
則
の
要
求
か
ら
で
て
く
る
」
（
〔
2
〕
⑪
C
T
p
.
 
2
9
)
、
と
い
わ
れ
る
の
も
、
ま
た
、
「
基
本
的
経
済
法
則
な
し
に
は
、
計
画
性
そ
れ
自
体
は
経
済
発
展
の
形
式
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
社
会
主
義
的
生
産
様
式
の
基
本
的
経
済
法
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
」
（
〔
12〕
C
T
p
.
 
1
3
8
~
1
3
9
)
、
と
い
わ
れ
る
の
も
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
の
特
別
な
独
自
性
の
承
認
を
意
味
す
る
。
通
説
的
理
解
の
限
界
は
、
こ
の
独
自
性
を
強
調
せ
ず
、
問
題
の
こ
の
側
面
を
、
「
計
画
性
」
1
1
「
た
え
ま
な
い
、
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
均
衡
性
」
論
に
よ
る
均
衡
性
の
不
当
な
重
視
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
忘
れ
去
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
通
説
的
理
解
で
は
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
と
他
の
経
済
諸
法
則
と
が
、
お
な
じ
く
生
産
諸
関
係
表
現
の
法
則
で
は
あ
っ
て
も
、
次
元
を
異
に
す
る
法
則
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
関
連
す
る
。
ヽ
第
四
に
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
は
、
社
会
・
共
産
主
義
の
内
在
的
諸
法
則
の
特
有
な
作
用
性
格
1
1
意
識
性
・
自
覚
性
の
客
観
的
基
礎
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
、
外
的
法
則
は
「
経
済
法
則
の
作
用
性
格
の
領
域
と
も
っ
ば
ら
か
か
わ
り
を
も
つ
」
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
九
と
指
摘
し
186 
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「
す
ぺ
て
の
社
会
主
義
的
再
生
産
の
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
図
た
こ
と
が
あ
る
。
社
会
主
義
の
経
済
諸
法
則
の
意
識
的
実
現
の
も
っ
と
も
重
要
な
形
式
で
あ
る
「
計
画
化
」
と
こ
の
法
則
と
の
固
係
を
考
察
し
て
、
こ
の
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
。
客
観
的
な
生
産
の
計
画
性
の
法
則
が
計
画
化
と
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
で
は
、
も
は
や
議
論
の
余
地
は
な
い
。
ま
た
、
最
近
に
お
い
て
は
、
計
画
化
に
さ
い
し
て
意
識
的
に
「
利
用
」
さ
れ
る
の
は
、
単
に
.. ̀
 
「
国
民
経
済
の
、
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
だ
け
で
な
く
、
他
の
す
べ
て
の
社
会
主
義
の
経
済
諸
法
則
が
図
そ
う
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
に
承
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
般
、、
．
 
に
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
と
そ
の
他
の
諸
法
則
と
を
、
並
列
的
に
計
画
化
と
む
す
び
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
の
外
的
法
則
的
側
面
と
内
在
的
法
則
的
側
面
と
を
明
確
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
在
的
法
則
と
外
的
法
則
と
で
は
、
計
画
化
へ
の
か
か
わ
り
方
が
異
な
る
。
つ
ぎ
の
叙
述
は
、
問
題
の
核
心
に
せ
ま
る
手
が
か
り
を
わ
れ
わ
れ
に
あ
た
え
る
、
と
い
え
よ
う
。
「
社
会
主
義
の
計
画
活
動
の
甚
礎
に
あ
る
の
は
、
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
だ
け
の
利
用
で
は
な
く
、
社
会
主
義
の
他
の
経
済
諸
法
則
の
利
用
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
に
、
社
会
主
義
生
産
全
体
の
運
動
と
発
展
の
性
格
を
表
現
す
る
法
則
と
し
て
の
〔
こ
の
〕
法
則
の
特
質
に
よ
っ
て
、
第
二
に
、
他
の
諸
法
則
と
〔
こ
の
〕
法
則
と
の
相
互
連
関
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
」
（
〔
2
〕
⑮
C
T
p
.
 
3
8
)
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
叙
述
の
思
想
を
、
よ
り
甜
極
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
主
義
的
計
画
化
は
、
社
会
主
義
の
内
在
的
経
済
諸
法
則
の
全
体
系
の
「
諸
要
求
」
を
意
識
的
に
実
現
す
る
、
人
び
と
の
実
践
活
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
可
能
か
つ
必
然
で
あ
る
の
ほ
、
内
在
的
諸
法
則
の
貫
徹
の
特
有
な
媒
介
者
・
形
式
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
意
識
的
実
現
の
客
観
的
根
拠
を
な
す
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
第
五
に
、
こ
の
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
ほ
、
単
に
生
産
の
領
域
に
か
か
わ
る
だ
け
で
な
く
、
、
、
、
、
、
。
、
領
域
を
包
括
」
（
〔
3
〕
C
T
p
.
 
1
8
)
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
を
、
「
社
会
的
生
産
の
す
べ
て
の
構
成
部
分
の
発
展
に
お
け
る
九
187 
九
均
衡
性
（
傍
点
—
引
用
者
）
」
（
〔
3
〕
C
T
p
,
 
1
9
)
に
帰
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
則
の
通
説
的
理
解
の
な
か
に
事
実
上
存
在
す
る
、
社
会
主
義
に
特
有
な
外
的
法
則
と
し
て
の
生
産
の
計
画
性
の
法
則
の
断
片
的
特
徴
づ
け
を
整
理
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
お
よ
そ
以
上
の
諸
点
に
要
約
さ
れ
る
。
で
は
、
通
説
的
理
解
に
批
判
的
な
論
者
た
ち
は
、
こ
の
外
的
法
則
に
つ
い
て
い
か
な
る
特
徴
づ
け
を
あ
た
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ア
・
パ
シ
コ
フ
ほ
●
「
計
画
性
を
も
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
は
…
…
国
民
経
済
の
種
々
の
部
門
、
要
素
の
…
…
釣
合
い
だ
け
で
な
く
、
と
の
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
経
済
発
展
の
完
全
に
す
ぺ
て
の
契
機
、
環
が
そ
う
で
あ
る
」
（
〔
4
〕
C
T
p
.
 2
6
)
、
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
」
の
外
的
法
則
性
格
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
、
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
則
の
外
的
法
則
的
性
格
の
全
面
的
検
討
の
必
要
は
、
こ
の
論
者
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
は
い
な
い
。
「
国
民
経
済
の
計
、
、
、
富
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ォ
・
フ
ヴ
ィ
ン
ギ
ア
に
よ
れ
ば
、
「
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
を
社
会
主
義
の
生
産
諸
関
係
の
法
則
と
し
て
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
…
・
・
・
社
会
的
分
業
を
〔
研
究
の
〕
出
発
点
に
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
〔
15
〕
CTp. 5
)
。
そ
し
て
、
「
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
の
本
質
は
、
財
貨
の
創
出
と
分
配
の
過
程
で
の
、
社
会
主
義
生
産
の
働
き
手
た
ち
の
あ
い
だ
の
客
観
的
に
必
然
的
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
諸
釣
合
い
の
な
か
で
の
、
た
え
ま
な
い
、
そ
し
て
意
識
的
な
活
動
交
換
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
。
（
〔
15
〕
CTp. 7
)
、
し
か
し
な
が
ら
、
計
画
性
法
則
を
も
っ
ば
ら
社
会
的
分
業
と
い
う
生
産
関
係
を
表
現
す
る
法
則
と
し
て
と
ら
え
る
の
は
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。
通
説
、
、
、
、
的
理
解
に
お
い
て
「
均
衡
性
」
が
し
め
て
い
た
位
置
に
、
「
活
動
交
換
」
1
1
社
会
的
分
業
を
置
く
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
計
画
性
」
は
社
会
的
分
業
だ
け
の
領
域
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
の
論
者
自
身
が
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
」
の
、
、
、
、
法
則
が
、
社
会
主
義
に
「
特
有
な
本
質
ー
ー
l
国
民
経
済
的
釣
合
い
の
維
持
を
ふ
く
む
、
す
べ
て
の
経
済
的
過
程
の
計
画
性
、
意
識
的
性
格
ー
|
を
表
現
す
る
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
（
〔
15
〕
C
T
p
.
 
9
)
、
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
も
と
で
の
社
会
的
分
業
の
特
有
な
本
質
を
表
現
す
る
法
則
、
そ
れ
は
、
独
自
に
、
内
在
的
経
済
法
則
と
し
て
解
明
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
188 
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
、
、
、
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
外
的
法
則
と
し
て
の
生
産
の
計
画
性
の
法
則
は
、
生
産
諸
関
係
の
特
定
の
本
質
的
連
関
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
意
識
的
に
、
そ
し
て
体
系
的
に
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
の
外
的
法
則
的
性
格
を
把
握
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
論
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
の
議
論
の
な
か
に
は
、
お
よ
そ
四
つ
の
特
徴
的
な
命
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
、
、
、
、
、
、
、
冨
、
14
第
一
の
命
題
は
、
社
会
主
義
生
産
に
と
っ
て
の
計
画
性
の
全
般
的
意
義
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
叙
述
を
引
用
し
よ
う
。
「
計
画
性
を
も
っ
た
形
態
(
n
1
1
a
H
0
M
e
p
H
a
H
c
p
o
p
M
a
)
~
、
社
会
主
義
的
お
よ
び
共
産
主
義
的
生
産
様
式
の
す
ぺ
て
の
経
済
過
程
に
そ
、
、
、
、
、
、
、
、
な
わ
っ
た
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
運
動
形
態
で
あ
る
。
こ
の
形
態
の
外
で
は
、
社
会
主
義
と
共
産
主
義
の
―
つ
の
経
済
学
的
範
瞬
も
理
解
で
き
な
い
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
（
17
）
C
T
p
.
 
109)
。
こ
の
命
題
は
、
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
を
区
別
す
る
論
拠
と
し
て
も
、
ま
た
、
「
計
画
性
」
を
社
会
・
共
産
主
義
経
済
学
の
展
開
の
出
発
点
と
み
な
す
論
拠
と
し
て
も
、
利
用
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
論
拠
と
し
て
は
こ
の
命
題
は
妥
当
で
あ
る
が
、
後
者
の
論
拠
と
し
て
は
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
。
、
、
、
、
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
富
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
第
二
の
命
題
は
、
計
画
性
が
社
会
主
義
の
す
べ
て
の
経
済
法
則
の
作
用
の
形
態
と
性
格
を
規
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
計
、
、
、
、
画
性
は
、
共
産
主
義
的
生
産
様
式
の
生
産
諸
関
係
の
実
現
と
す
べ
て
の
経
済
法
則
の
作
用
と
の
特
有
な
形
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
用
形
態
は
、
人
び
と
の
あ
い
だ
に
計
画
性
を
も
っ
て
、
意
識
的
に
組
織
さ
れ
る
諸
関
係
と
し
て
の
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
本
性
そ
の
も
の
か
ら
で
て
く
る
。
こ
の
制
度
の
な
か
で
生
れ
、
作
用
す
る
諸
法
則
は
、
計
画
性
を
も
っ
た
実
現
形
態
を
も
た
な
い
わ
け
に
は
い
か
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
な
い
。
…
…
そ
れ
ら
は
、
認
識
さ
れ
た
必
然
性
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
内
在
的
な
、
内
的
に
固
有
な
、
そ
れ
ら
の
作
用
形
態
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
〔
17〕
C
T
p
.
 
119, 
〔
17〕
X
X
V
I
I
疇
〔
16〕
C
T
p
.
 
105)
。
こ
の
命
題
は
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
の
外
的
法
則
的
性
格
を
も
っ
と
も
明
確
に
表
現
し
て
い
る
も
の
、
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
`
‘
、
、
、
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
第
三
の
命
題
は
、
社
会
・
共
産
主
義
の
経
済
諸
法
則
の
慈
識
的
利
用
そ
れ
自
体
が
客
観
的
経
済
法
則
1
1
生
産
の
計
画
性
の
法
則
で
あ
九
四
189 
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
…
…
社
会
主
義
の
経
済
諸
法
則
の
意
識
的
利
用
そ
の
も
の
が
、
社
会
主
義
経
済
の
経
済
法
則
、
客
観
的
要
求
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
社
会
主
義
社
会
の
す
べ
て
の
経
済
法
則
の
意
識
的
利
用
を
要
求
す
る
、
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
で
あ
る
」
（
〔
17〕
C
T
p
.
 
1
1
9
,
 
〔16〕
C
T
p
.
 
105)
。
こ
こ
で
は
、
だ
が
、
社
会
・
共
産
主
義
の
内
在
的
諸
法
則
の
「
意
識
的
利
用
」
ー
正
し
く
は
「
意
識
的
実
現
」
ー
ー
そ
の
も
の
と
、
そ
の
よ
う
な
特
有
な
作
用
性
格
の
客
観
的
根
拠
で
あ
る
計
画
性
の
外
的
法
則
と
が
、
混
同
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
命
題
の
ほ
か
に
、
こ
の
第
三
命
題
が
必
要
と
は
思
わ
れ
な
い
。
、
、
、
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
第
四
の
命
題
は
、
生
産
の
計
画
性
が
特
定
の
社
会
主
義
的
生
産
関
係
を
表
現
す
る
経
済
学
的
範
疇
で
あ
り
経
済
法
則
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
社
会
全
体
の
規
模
で
社
会
主
義
生
産
と
共
産
主
義
生
産
を
意
識
的
か
つ
中
央
集
権
的
に
規
制
す
る
・
・
・
・
・
・
客
観
的
必
然
性
…
…
の
表
現
が
…
…
社
会
主
義
と
共
産
主
義
の
一
定
の
経
済
学
的
範
疇
と
し
て
の
計
画
性
で
あ
る
」
（
〔
17〕
C
T
p
.
 
109)
。
「
国
民
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
経
済
の
意
識
的
な
規
制
の
客
観
的
必
然
性
は
、
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
経
済
法
則
で
あ
る
」
（
〔
17〕
C
T
p
.
 
1
1
1
)
。
こ
の
命
題
は
、
「
基
本
的
法
則
の
そ
と
で
と
ら
れ
た
計
画
性
は
『
な
に
一
っ
う
み
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
』
と
い
う
主
張
は
、
実
際
、
、
、
、
、
、
、
、
に
は
、
計
画
性
の
範
疇
が
無
内
容
で
あ
る
こ
と
に
み
ち
ぴ
く
」
（
〔
16〕
C
T
p
.
 
105)
こ
と
に
反
対
し
て
、
こ
の
法
則
の
独
自
性
を
主
張
す
る
意
図
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
だ
が
、
お
な
じ
く
経
済
法
則
で
は
あ
っ
て
も
、
内
在
的
諸
法
則
と
外
的
法
則
と
で
は
、
資
本
主
義
の
場
、
、
、
、
、
合
を
念
頭
に
お
け
ば
容
易
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
産
関
係
の
ど
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
か
と
い
う
点
で
、
異
な
る
。
内
在
的
諸
法
、
、
、
、
則
は
、
生
産
諸
関
係
の
体
系
の
な
か
の
、
個
々
の
、
具
体
的
な
、
本
質
的
連
関
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
が
、
外
的
法
則
は
、
そ
れ
ら
の
本
質
的
連
関
に
一
般
的
に
そ
な
わ
っ
た
、
特
有
な
実
現
・
貫
徹
形
態
を
表
現
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
第
四
の
命
題
は
、
こ
の
計
画
性
‘
 
の
法
則
が
、
な
に
か
、
特
定
の
本
質
的
連
関
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
独
自
的
存
在
を
主
張
で
き
な
い
か
の
よ
う
な
考
え
に
立
脚
し
て
い
る
。
「
計
画
性
は
、
国
民
経
済
全
体
の
意
識
的
な
中
央
集
権
的
規
制
と
い
う
特
有
な
内
容
を
、
、
、
、
.
‘
も
っ
、
完
全
に
一
定
の
生
産
関
係
を
表
現
す
る
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
（
〔
16〕
C
T
p
.
 
105)
、
と
い
わ
れ
る
と
き
が
、
ま
さ
に
そ
う
で
あ
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
九
五
190 
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
側
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
る
。
だ
が
、
こ
の
法
則
の
独
自
性
は
、
第
二
の
命
題
で
充
分
に
論
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
表
現
、
し
‘
 
か
も
独
自
な
表
現
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
い
。
第
四
の
命
題
は
、
事
実
上
、
第
二
の
命
題
の
ま
ず
い
言
い
か
え
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
こ
の
法
則
の
外
的
法
則
的
性
格
の
理
解
を
あ
い
ま
い
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
命
題
に
た
い
す
る
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
に
同
意
す
る
。
「
計
画
性
は
、
…
・
・
・
社
会
主
義
の
個
々
の
生
産
関
係
で
は
な
く
、
…
…
す
ぺ
て
の
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
一
般
的
な
実
現
形
態
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
主
義
の
す
べ
て
の
経
済
法
則
の
作
用
の
一
般
的
形
態
で
あ
る
」
（
〔
12〕
C
T
p
.
 
119)
。
ま
た
、
「
計
画
性
は
独
自
的
な
生
産
関
係
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
の
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
属
性
で
あ
る
」
（
〔
12〕
C
T
p
.
 
112)
。
こ
の
命
題
は
、
さ
ら
に
、
特
定
の
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
表
現
で
あ
る
計
画
性
を
、
社
会
・
共
産
主
義
経
済
学
の
研
究
と
叙
述
の
出
発
点
に
す
え
る
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
」
が
『
資
本
論
』
の
出
発
点
を
形
成
し
て
い
な
い
の
と
同
様
に
、
外
的
法
則
と
し
て
の
「
計
画
性
」
は
、
社
会
・
共
産
主
義
経
済
学
の
出
発
点
と
は
な
り
え
な
い
、
と
ヽ
ヽ
｀
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。
出
発
点
を
な
す
の
は
外
的
法
則
で
は
な
く
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
意
義
を
も
つ
内
在
的
法
則
で
な
け
れ
ば
な
ら
、
、
、
畜
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
資
本
論
』
に
お
い
て
は
、
価
値
法
則
が
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
四
の
命
題
の
論
者
た
ち
が
、
一
方
で
こ
の
計
画
性
の
法
則
を
本
質
的
に
外
的
法
則
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
努
め
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
法
則
を
社
会
・
共
産
畜
ヽ
ヽ
主
義
の
経
済
学
の
出
発
点
に
す
え
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
が
特
定
の
生
産
関
係
表
現
の
内
在
的
法
則
で
あ
る
、
と
い
わ
ん
と
す
る
と
き
に
は
、
彼
ら
は
、
自
己
矛
盾
に
お
ち
い
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
法
則
を
本
質
的
に
外
的
法
則
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
を
放
棄
す
る
か
、
社
会
・
共
産
主
義
の
経
済
学
の
出
発
点
に
こ
の
法
則
を
お
く
こ
と
を
放
棄
す
る
か
、
こ
の
い
ず
れ
か
の
道
を
え
ら
ば
な
け
れ
ば
、
こ
の
矛
盾
は
解
決
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
限
界
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
四
つ
の
命
題
に
集
約
さ
れ
る
最
新
の
有
力
な
異
九
六
191 
注
山
拙
論
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
古
典
に
お
け
る
経
済
法
則
論
の
構
造
口
」
、
0
ペ
ー
ジ
。
九
七
、
.
‘
、
、
。
、
、
、
、
、
、
畜
.
.
 ‘
、
、
、
.
「
生
産
に
お
け
る
同
志
的
協
カ
・
相
互
援
助
と
計
画
性
の
説
的
見
解
に
、
大
い
な
る
共
感
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
早
く
か
ら
、
二
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
の
外
的
法
則
的
側
面
に
、
強
い
注
意
を
向
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
が
、
社
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
外
的
法
則
と
し
て
の
、
生
産
の
計
画
性
の
法
則
の
茄
本
的
な
特
徴
づ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
最
後
に
、
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
重
要
な
問
題
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
一
般
的
特
徴
づ
け
と
み
な
さ
れ
、
あ
る
論
者
に
よ
っ
て
社
会
・
共
産
主
義
の
基
本
的
固
経
済
法
則
と
さ
え
み
な
さ
れ
て
い
る
、
「
搾
取
か
ら
解
放
さ
れ
た
慟
き
手
た
ち
の
同
志
的
協
力
と
社
会
主
義
的
相
互
援
助
」
は
、
わ
れ
わ
れ
が
本
節
で
展
開
し
て
き
た
「
生
産
の
計
画
性
の
法
則
」
と
お
な
じ
外
的
法
則
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
は
、
非
搾
取
を
前
提
と
す
る
「
同
志
的
協
カ
・
相
互
援
助
」
が
、
資
本
主
義
的
搾
取
を
前
提
と
し
た
「
競
争
」
の
直
接
的
否
定
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
お
よ
び
、
マ
ル
ク
ス
が
資
本
主
義
的
な
外
的
法
則
を
「
生
産
の
無
政
府
性
」
よ
り
も
む
し
ろ
主
と
し
て
「
競
争
」
に
お
い
て
と
ら
え
た
こ
と
、
と
い
う
充
分
な
論
拠
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
同
志
的
協
カ
・
相
互
援
助
」
を
単
‘
 
に
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
一
般
的
特
徴
づ
け
と
み
な
し
て
、
そ
の
い
か
な
る
法
則
的
性
格
を
問
わ
な
い
こ
と
も
、
ま
た
、
そ
れ
を
、
、
、
内
在
的
法
則
し
か
も
基
本
的
法
則
と
み
な
す
こ
と
も
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
「
勤
労
者
た
ち
の
集
団
性
の
直
接
に
社
会
的
な
諸
16 
関
係
」
を
提
示
す
る
こ
と
も
、
す
べ
て
、
「
同
志
的
協
カ
・
相
互
援
助
」
の
外
的
法
則
的
性
格
を
問
題
に
し
な
い
点
で
共
通
の
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
、
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
外
的
法
則
を
、
法
則
」
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
『
富
大
経
済
論
集
』
第
八
巻
第
一
号
（
昭
和
三
七
・
七
）
、
三
七
l
四
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
側
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
192 
(6) (5) (4) (3) (2) 
4
 
と
は
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
側
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
同
右
、
四
0
ペ
ー
ジ
。
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す
で
に
み
た
よ
う
に
、
「
均
衡
性
」
を
構
成
す
る
内
在
的
諸
法
則
と
く
に
「
生
産
の
規
制
者
」
的
法
則
口
生
産
の
物
的
・
人
的
要
素
と
生
産
紐
「
均
衡
性
(
n
p
o
n
o
p
u
,
l
l
O
H
a
J
i
b
H
O
C
T
b
)
」
種
々
の
い
わ
ゆ
る
「
国
民
経
済
的
釣
合
い
(
H
a
p
0
.
!
1
,
H
O
X
,
 
0
3
5
1
H
C
T
B
e
H
b
!
e
 
n
p
o
n
o
p
u
,
1
1
1
1
)
」
の
一
定
の
総
体
を
意
味
す
る
。
後
者
を
離
れ
て
は
、
前
者
は
無
内
容
・
無
規
定
で
あ
る
。
で
は
、
「
国
民
経
済
的
釣
合
い
」
と
は
な
に
か
。
そ
れ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
の
範
囲
は
ま
だ
流
動
的
で
あ
り
、
確
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
一
般
に
、
そ
れ
ら
は
単
に
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で
こ
れ
ら
を
幣
理
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
H
社
会
的
総
生
産
物
の
生
産
と
消
費
（
あ
る
い
は
社
会
的
欲
望
）
、
口
国
民
所
得
の
消
代
と
菩
梢
、
口
消
牲
物
資
生
産
（
あ
る
い
は
商
品
流
通
批
）
と
住
民
の
貨
幣
所
得
の
大
き
さ
、
の
相
互
関
係
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
H
社
会
的
生
産
の
第
一
部
門
と
第
二
部
門
、
は
第
一
部
門
内
部
で
の
生
産
手
段
生
産
用
生
産
手
段
生
産
と
消
牝
物
衰
生
産
用
生
産
手
段
生
産
、
国
第
一
部
門
内
部
で
の
労
働
用
具
生
産
と
労
働
対
象
生
産
、
の
相
互
関
係
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
H
生
産
の
物
的
要
素
と
人
的
要
素
（
生
産
フ
ォ
ン
ド
と
労
働
者
数
）
、
九
八
193 
間
、
四
個
々
の
物
質
的
生
産
部
門
内
部
の
諸
部
門
間
、
国
生
産
力
の
地
域
的
配
置
、
因
労
働
資
源
と
そ
の
利
用
、
伯
社
会
主
義
世
界
体
制
諸
国
の
経
済
発
展
の
あ
い
だ
、
の
相
互
関
係
。
経
済
的
諸
釣
合
い
の
、
・
一
般
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
分
け
を
お
こ
な
っ
た
の
に
は
、
一
定
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
、
社
会
・
共
産
主
義
の
特
定
の
特
有
内
在
的
法
則
が
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
と
社
会
主
義
的
蓄
積
の
法
則
と
し
て
一
般
に
把
握
さ
れ
て
い
る
合
法
則
的
諸
連
関
で
あ
り
、
お
な
じ
よ
う
に
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
は
社
会
主
義
的
再
生
産
の
諸
法
則
が
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
労
働
生
産
性
の
た
ゆ
み
な
い
向
上
の
法
則
」
が
、
第
四
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
さ
し
あ
た
り
社
会
主
義
に
特
有
な
社
会
内
分
業
の
法
則
と
よ
ぶ
こ
と
の
で
き
る
法
則
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
こ
れ
ら
の
法
則
そ
の
も
の
の
理
解
と
定
式
化
が
す
で
に
充
分
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
さ
し
あ
た
り
問
わ
な
い
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
、
第
二
節
に
お
い
て
、
均
衡
性
1
1
経
済
的
諸
釣
合
い
の
総
体
は
、
一
連
の
社
会
・
共
産
主
義
の
特
有
内
在
的
諸
法
則
に
反
映
さ
れ
る
合
法
則
性
で
あ
る
、
と
の
べ
た
こ
と
に
は
、
こ
の
よ
う
に
充
分
な
根
拠
が
あ
る
。
個
々
の
経
済
的
釣
合
い
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
単
な
る
抵
的
な
釣
合
い
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
社
会
・
共
産
主
義
に
質
的
に
特
有
な
生
産
関
係
的
連
関
に
か
ん
し
て
の
羅
的
相
互
関
係
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
，
「
均
衡
性
」
は
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
抽
象
的
な
「
均
衡
性
」
一
般
と
し
て
で
な
く
、
そ
れ
に
特
有
な
生
産
関
係
的
諸
本
質
を
表
現
す
る
か
ぎ
り
で
の
載
的
諸
関
係
の
総
体
と
し
て
実
在
す
る
。
「
計
画
性
」
と
「
均
衡
性
」
の
概
念
を
区
別
す
る
こ
と
の
重
要
な
意
義
が
、
こ
こ
に
、
ふ
た
た
び
あ
き
ら
か
と
な
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
内
在
的
法
則
の
す
べ
て
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
以
下
で
の
考
察
は
、
と
く
に
、
第
四
の
グ
ル
ー
プ
の
経
済
的
諸
釣
合
い
ー
そ
れ
は
「
社
会
内
分
業
上
の
諸
釣
合
い
」
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ー
と
直
接
に
か
か
わ
り
を
も
つ
社
会
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
側
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
第
四
の
グ
ル
ー
プ
（
労
働
生
産
性
と
労
働
集
約
度
、
フ
ォ
ソ
ド
効
率
と
フ
ォ
ソ
ド
集
約
度
）
、
の
相
互
関
係
。
九
九
H
生
産
部
面
と
不
生
産
部
面
、
口
工
業
と
農
業
、
国
工
業
、
農
業
、
建
設
、
運
輸
な
ど
の
物
質
的
生
産
諸
部
門
194 
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
側
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
・
共
産
主
義
の
内
在
的
法
則
に
集
中
さ
れ
る
。
他
の
諸
法
則
に
か
ん
す
る
考
察
は
、
別
の
機
会
に
果
さ
れ
る
。
12 
て
、
わ
れ
わ
れ
が
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
、
社
会
・
共
産
主
義
、
、
、
畜
畜
社
会
的
分
業
が
一
つ
の
生
産
関
係
で
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
の
こ
の
特
定
の
生
産
関
係
お
よ
ぶ
そ
の
諸
釣
合
い
の
必
然
性
は
、
い
か
な
る
経
済
法
則
に
表
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
有
力
な
一
般
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
が
、
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な
法
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
法
則
が
「
社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
」
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
さ
い
に
明
確
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
拡
大
再
生
産
過
程
に
お
け
る
均
衡
性
の
た
え
ま
な
い
保
障
の
客
親
的
必
然
性
を
表
現
し
つ
つ
、
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
は
、
国
民
経
済
の
諸
部
門
間
へ
の
社
会
的
労
働
と
生
産
手
段
の
配
分
の
性
格
を
規
定
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
、
、
、
そ
れ
は
社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
〔
13〕
CTp. 
1
4
)
。
ま
た
、
「
基
本
的
経
済
法
則
の
諸
要
求
に
照
応
し
て
、
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
に
も
と
づ
い
て
、
社
会
主
義
経
済
の
諸
部
門
間
お
よ
び
国
の
経
済
諸
地
区
間
の
生
産
手
段
と
労
働
力
の
配
分
が
お
こ
な
わ
れ
る
」
（
〔
14〕
C
T
p
.
 
4
5
4
)
。
「
社
会
的
生
産
の
種
々
の
部
門
間
に
生
産
手
段
と
労
働
を
配
分
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
価
値
法
則
で
は
な
く
、
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
で
あ
る
」
（
〔
17〕
C
T
p
.
 
X
VI)。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
こ
の
法
則
の
通
説
的
理
解
者
た
ち
に
も
異
説
的
理
解
者
た
ち
に
も
、
基
本
的
に
共
通
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
説
的
見
解
に
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
生
産
の
規
制
者
」
1
1
「
国
民
経
済
の
諸
部
門
間
の
生
産
手
段
と
労
働
力
の
規
制
者
」
に
お
け
る
「
規
制
」
、
、
。
、
、
、
`
‘
、
、
、
、
、
、
、
.
‘
‘
`
‘
、
、
が
、
直
接
に
社
会
的
分
業
11
配
分
の
社
会
的
本
性
と
そ
の
比
率
そ
の
も
の
に
か
ん
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
配
分
の
実
現
様
式
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
さ
い
に
は
、
こ
の
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
ー
「
社
会
主
義
の
も
と
で
の
経
済
諸
部
門
間
の
社
会
的
労
働
と
生
産
手
段
の
配
分
の
一
定
の
性
格
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
性
を
も
っ
た
発
展
の
法
則
は
、
社
会
主
義
的
な
社
会
的
生
産
の
規
制
者
で
あ
る
」
（
〔
2
〕
⑱
C
T
p
.
 
8
,
 ~CTp. 
2
3
)
ー
。
こ
こ
で
「
一
定
の
性
格
」
と
は
、
均
衡
性
、
、
、
、
、
、
、
、
.
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
畜
が
た
え
ま
な
く
存
在
し
、
社
会
に
よ
っ
て
意
識
的
に
維
持
さ
れ
る
、
1
0
0
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お
い
て
も
異
説
的
見
解
に
お
い
て
も
、
計
画
性
を
も
っ
た
、
（
釣
合
い
の
と
れ
た
）
発
展
の
法
則
が
社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
で
あ
る
、
、
、
"
、
‘
`
‘
、
盲
｀
｀
と
い
わ
れ
る
さ
い
に
は
、
そ
の
外
的
法
則
的
性
格
・
側
面
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
生
産
手
段
と
労
働
力
の
配
分
に
一
定
の
比
率
が
必
然
で
あ
る
i
」
と
は
、
一
般
に
、
社
会
内
分
業
上
の
釣
合
い
の
共
通
法
則
の
問
題
と
し
て
の
み
処
理
さ
れ
、
社
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
社
会
的
本
性
と
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
比
率
と
を
表
現
す
る
、
社
会
内
分
業
の
特
有
内
在
的
法
則
の
存
在
に
つ
い
て
は
へ
ま
っ
た
＜
論
じ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
疑
念
を
よ
び
お
こ
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
、
商
品
・
資
本
主
義
生
産
の
規
制
者
を
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
の
法
則
と
い
う
外
的
法
則
に
も
と
め
ず
、
「
社
会
的
総
労
働
時
間
の
う
ち
必
要
な
比
率
的
分
蘊
だ
け
が
相
異
な
る
諸
〔
生
産
物
〕
群
に
費
さ
れ
て
い
る
と
い
う
」
、
「
分
業
に
よ
っ
て
自
立
化
さ
せ
ら
れ
た
特
殊
的
な
社
会
的
生
産
諸
部
面
の
そ
の
と
き
人
＼
の
総
生
産
物
に
連
関
し
て
自
ら
を
主
張
す
る
価
値
の
法
則
」
（
あ
る
い
は
そ
の
「
展
開
」
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
生
産
価
、
、
、
岡
格
の
法
則
）
に
、
す
な
わ
ち
、
内
在
的
法
則
に
も
と
め
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
想
起
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
価
値
の
法
則
」
は
、
伯
「
労
働
が
…
…
祉
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
社
会
的
諸
欲
望
に
比
例
し
て
相
異
な
る
生
産
諸
部
面
に
比
率
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
、
、
、
、
を
通
じ
て
も
っ
と
も
純
粋
に
実
現
さ
れ
る
法
則
で
あ
り
、
同
時
に
、
商
品
・
資
本
主
義
的
な
社
会
的
分
業
の
当
事
者
た
ち
の
形
式
的
に
平
等
な
社
会
的
生
産
関
係
の
本
質
を
表
現
す
る
、
内
在
的
法
則
で
あ
る
。
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
の
法
則
は
、
こ
の
法
則
が
「
盲
目
的
法
則
」
と
し
て
し
か
実
現
さ
れ
な
い
様
式
を
表
現
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
生
産
の
規
制
者
」
的
役
割
に
お
け
る
価
値
法
則
と
計
画
性
を
も
っ
た
（
釣
合
い
の
と
れ
た
）
発
展
の
法
則
と
の
相
互
排
除
・
対
立
が
、
事
実
上
は
、
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
の
法
則
と
そ
れ
と
の
相
互
排
除
・
対
立
の
問
題
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
誤
り
が
一
般
的
理
解
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
が
、
「
社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
」
と
な
り
う
る
の
は
内
在
的
法
則
で
あ
っ
て
、
外
的
法
則
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
は
、
こ
う
し
て
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
1
0
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「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
そ
の
外
的
法
則
的
側
面
に
お
い
て
「
社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
」
な
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
均
衡
性
」
を
構
成
す
る
一
連
の
内
在
的
、
、
、
、
諸
法
則
が
す
ぺ
て
お
な
じ
意
味
で
「
社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
」
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
的
な
社
会
内
分
業
の
特
有
な
生
産
関
係
的
本
質
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
比
率
を
規
定
す
る
よ
う
な
内
在
的
法
則
、
す
な
わ
ち
、
商
品
・
査
本
主
義
生
産
の
規
制
者
で
あ
る
価
値
法
則
に
真
に
対
立
す
る
法
則
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
を
要
す
る
の
は
、
ニ
ス
・
ゲ
・
ス
ト
ゥ
ル
ー
ミ
リ
ソ
の
特
異
な
見
解
（
〔
1
〕
）
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
生
産
の
規
制
者
」
と
し
て
、
価
値
法
則
と
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
と
を
対
立
さ
せ
て
理
解
し
て
は
な
ら
ず
、
も
と
も
と
、
後
者
は
「
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
は
、
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
学
の
理
解
全
体
の
発
展
を
お
し
と
ど
め
て
き
た
、
価
値
法
則
が
計
画
経
済
制
度
と
両
立
し
な
い
と
い
う
誤
っ
た
考
え
」
(
C
T
p
.
119)
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
、
‘
 
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
対
立
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
は
、
一
方
に
お
け
る
価
値
法
則
の
作
用
の
「
盲
目
的
自
然
成
長
性
」
、
他
方
に
お
け
る
価
値
法
則
の
作
用
の
「
計
画
性
」
で
あ
っ
て
、
「
計
画
そ
の
も
の
を
価
値
法
則
に
対
立
」
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
価
値
法
則
に
、
、
、
、
、
、
、
、
。
。
、
、
、
、
、
富
ヽ
ヽ
｀
ヽ
冒
ヽ
は
、
「
そ
の
完
全
な
作
用
を
保
障
し
」
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
こ
の
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
経
済
法
則
を
強
化
す
る
」
必
要
が
あ
る
(
C
T
p
.
1
2
6
ー
傍
点
ー
原
文
）
。
ま
た
、
「
資
本
主
義
の
封
建
制
度
に
た
い
す
る
勝
利
は
、
価
値
法
則
を
『
生
産
価
格
の
法
則
』
に
『
転
化
し
た
』
が
、
社
会
主
義
の
貧
本
主
義
に
た
い
す
る
勝
利
ぱ
、
こ
の
、
い
ま
や
古
く
な
っ
た
西
本
主
義
の
価
値
法
則
を
、
社
会
主
義
の
『
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
』
と
い
う
新
ら
し
い
形
態
に
『
改
造
す
る
』
、
あ
る
い
は
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
変
容
さ
せ
る
」
(
C
T
p
.
1
3
5
)
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
自
然
成
長
的
価
値
法
則
」
に
対
立
す
る
、
「
慈
識
的
に
利
用
さ
れ
る
価
値
法
則
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
(
C
T
p
.
1
3
6
~
1
3
8
)
。
こ
こ
に
、
「
い
ま
、
価
値
法
則
と
な
ら
ん
で
、
ソ
ビ
ェ
ト
社
会
で
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
上
の
諸
釣
合
い
の
規
制
者
の
機
能
を
遂
行
す
る
、
特
別
の
、
『
計
画
性
を
も
っ
た
（
釣
合
い
の
と
れ
た
）
発
展
の
法
則
』
が
区
別
さ
れ
」
、
「
こ
の
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、
計
画
経
済
の
条
件
の
も
と
で
、
こ
の
よ
う
な
規
制
者
の
機
能
を
価
1
0
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値
法
則
が
も
っ
て
い
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
」
の
だ
が
、
「
こ
の
よ
ぅ
な
取
扱
い
は
、
価
値
法
則
の
役
割
を
そ
の
市
湯
的
現
象
に
の
み
、
、
、
限
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
C
T
p
.
1
3
1
)
。
「
わ
れ
わ
れ
の
計
画
は
、
生
産
上
の
諸
釣
合
い
を
1
価
値
法
則
に
完
全
に
そ
っ
て
|
ー
規
定
す
る
だ
け
で
な
く
…
…
、
公
配
の
最
重
要
な
諸
釣
合
い
を
も
規
定
す
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
C
T
p
.
1
2
8
)
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
主
張
の
甚
礎
に
は
、
「
価
値
法
則
」
に
た
い
す
る
特
異
な
理
解
が
あ
る
。
彼
は
、
価
値
を
超
歴
史
的
な
範
疇
．
、
、
、
、
、
、
、
、
法
則
と
み
な
し
、
価
値
の
現
象
形
態
と
価
値
法
則
の
作
用
性
格
だ
け
を
、
歴
史
的
範
疇
・
法
則
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
「
．．
 
…
価
値
の
現
象
形
態
と
そ
の
労
働
表
現
に
お
け
る
価
値
そ
の
も
の
と
を
混
同
し
な
い
こ
と
が
非
常
に
重
要
」
で
あ
り
、
前
者
は
一
定
の
「
歴
史
的
範
疇
」
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
社
会
主
義
へ
の
妥
当
性
を
拒
否
さ
れ
た
が
、
後
者
す
な
わ
ち
「
価
値
概
念
の
本
性
そ
の
も
の
」
は
、
「
社
会
主
義
の
も
と
で
の
必
要
な
生
産
上
の
諸
釣
合
い
を
計
画
的
に
規
制
す
る
た
め
の
、
そ
の
労
働
表
現
に
お
け
る
生
産
物
の
価
値
そ
の
も
の
の
規
定
の
巨
大
な
意
義
」
を
認
め
ら
れ
た
、
と
彼
が
い
う
(
C
T
p
.
1
2
1
-
傍
点
ー
原
文
）
さ
い
に
、
ま
た
、
一
社
会
主
義
の
条
件
の
も
と
で
の
価
値
法
則
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
は
、
す
べ
て
の
人
に
知
ら
れ
て
い
る
」
、
と
し
て
多
く
の
マ
ル
ク
ス
の
命
題
を
彼
が
引
用
す
る
(
C
T
p
.
1
2
5
)
さ
い
に
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
論
拠
に
同
意
で
き
な
い
。
ヽ
畜
ヽ
ヽ
ヽ
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
マ
ル
ク
ス
の
思
想
は
、
価
値
が
歴
史
的
な
範
疇
・
法
則
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
の
、
そ
れ
に
内
在
す
る
、
超
歴
史
的
な
、
諸
構
成
体
に
共
通
な
、
「
価
値
規
定
の
内
容
」
の
存
在
の
承
認
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
二
に
、
あ
る
範
癖
・
法
則
の
特
有
な
現
象
形
態
と
作
用
性
格
と
は
、
そ
の
範
疇
・
法
則
そ
れ
自
体
が
特
有
な
生
産
関
係
的
本
質
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
に
よ
れ
ば
、
価
値
法
則
の
「
甚
本
的
機
能
」
は
、
「
『
価
値
を
つ
く
り
だ
す
実
体
』
の
支
出
、
あ
る
い
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
畜
単
位
生
産
物
あ
た
り
の
労
働
時
間
の
社
会
的
支
出
を
も
っ
と
も
節
約
的
に
利
用
し
減
少
さ
せ
る
方
向
で
、
生
産
上
の
お
よ
び
交
換
上
の
、、
諸
釣
合
い
の
規
制
者
と
い
う
二
重
の
役
割
を
遂
行
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
C
T
p
.
1
2
1
)
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
価
値
法
則
の
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
10111 
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「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
要
求
の
本
質
は
、
も
っ
と
も
圧
縮
さ
れ
た
形
で
は
、
つ
ぎ
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
|
ー
『
生
産
上
の
不
釣
合
い
よ
失
せ
ろ
、
そ
し
て
等
ヽ
富
ヽ
ヽ
竃
奮
ヽ
。
、
、
畜
ヽ
ヽ
・
‘
価
交
換
万
オ
』
」
(
C
T
p
.
1
3
9
)
。
そ
し
て
、
自
然
成
長
的
価
値
法
則
と
意
識
的
に
利
用
さ
れ
る
価
値
法
則
と
の
ち
が
い
は
、
前
者
が
「
生
富
ヽ
ヽ
産
上
の
諸
釣
合
い
を
規
制
す
る
の
は
直
接
に
で
は
な
く
、
間
接
的
な
方
法
で
、
す
な
わ
ち
交
換
上
の
諸
釣
合
い
を
通
し
て
で
あ
る
（
傍
ヽ
点
ー
原
文
）
」
（
C
T
p
.
1
2
2
)
の
に
た
い
し
て
、
後
者
は
生
産
・
労
慟
上
の
諸
釣
合
い
を
「
直
接
に
…
…
規
制
」
し
、
そ
の
「
生
産
上
の
諸
釣
合
い
が
交
換
上
の
諸
釣
合
い
を
規
定
す
る
」
(
C
T
p
,
1
3
6
~
1
3
7
)
と
こ
ろ
に
あ
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
に
同
意
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
価
値
法
則
の
い
わ
ゆ
る
「
均
衡
論
」
的
理
解
で
あ
っ
て
、
価
値
法
則
が
い
か
な
る
生
産
関
係
表
現
の
法
則
で
あ
る
か
、
ヽ
｀
畜
盲
と
い
う
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
産
上
お
よ
び
交
換
上
の
諸
釣
合
い
は
、
つ
ね
に
、
特
定
の
本
質
を
も
つ
生
産
関
係
的
連
関
の
ひ
と
つ
の
実
現
形
式
1
1
量
的
関
係
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
会
主
義
の
も
と
で
、
価
値
「
法
則
の
あ
ら
ゆ
る
基
本
的
機
能
は
、
生
産
に
お
い
て
も
交
換
に
お
い
て
も
、
ー
~
そ
の
さ
い
、
は
な
は
だ
特
異
な
現
象
形
態
を
受
け
と
り
な
が
ら
も
ー
ー
た
も
た
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
「
特
異
な
現
象
形
態
」
が
、
、
、
、
、
‘
`
‘
、
、
`
蕩
0
畜
彼
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
(
C
T
p
.
1
3
5
~
1
3
8
)
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
「
自
然
成
長
的
価
値
法
則
」
と
「
意
識
的
に
利
用
さ
れ
る
価
値
法
、
、
、
、
富
則
」
と
の
ち
が
い
以
上
の
も
の
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
生
産
諸
関
係
か
ら
直
接
に
で
て
く
る
合
法
則
性
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
を
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ
で
彼
に
よ
っ
て
実
際
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
変
容
さ
れ
た
」
価
値
法
則
1
1
「
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
で
は
な
く
て
、
価
値
・
価
値
法
則
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
抽
象
的
な
共
通
的
諸
規
定
ー
ー
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
社
会
・
共
産
主
義
に
と
っ
て
の
そ
れ
ら
の
妥
当
性
を
い
く
ど
も
述
べ
た
ー
が
、
社
会
・
共
産
主
義
に
特
有
な
生
産
関
係
的
本
質
を
お
び
、
そ
れ
に
特
有
な
経
済
的
形
態
規
定
性
に
お
い
畜
ヽ
ヽ
、
、
、
て
実
在
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
意
味
で
の
特
有
（
内
在
的
）
経
済
法
則
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
法
則
こ
そ
が
、
ま
さ
に
、
社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
で
あ
る
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ス
ト
ゥ
ル
ー
ミ
リ
ン
の
主
張
そ
の
も
の
1
0四
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1
0
五
に
は
組
み
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
点
で
の
彼
の
主
張
を
、
わ
れ
わ
れ
流
に
、
耕
極
的
に
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
る
。
マ
ル
ク
ス
は
そ
の
一
連
の
叙
述
の
な
か
で
、
第
一
に
、
一
方
に
お
け
る
社
会
的
欲
望
と
そ
れ
に
照
応
す
る
社
会
的
生
産
物
の
「
社
会
的
規
模
で
の
使
用
価
値
」
の
構
造
と
嚢
、
他
方
に
お
け
る
社
会
的
総
労
働
時
間
の
生
産
諸
部
門
間
へ
の
そ
の
配
分
の
構
造
と
撮
と
の
あ
い
だ
の
連
関
が
、
価
値
概
念
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
共
通
経
済
法
則
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
商
品
・
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
こ
の
共
通
経
済
法
則
は
「
価
値
法
則
一
般
の
展
開
さ
れ
た
表
現
」
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
、
第
三
に
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
こ
の
共
通
経
済
法
則
は
「
は
る
か
に
高
度
な
趣
旨
で
す
ら
法
則
と
な
る
」
こ
と
、
を
注
意
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
若
干
の
引
用
に
よ
っ
て
し
め
そ
う
。
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
労
働
に
関
す
る
す
べ
て
の
規
定
」
ー
「
自
分
の
時
間
を
自
分
の
相
異
な
る
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
諸
機
能
の
あ
い
だ
に
正
確
に
配
分
す
る
」
こ
と
に
か
ん
す
る
「
相
異
な
る
種
類
の
有
用
的
諸
労
働
」
と
「
相
異
な
る
諸
生
産
物
の
一
定
諸
分
景
の
た
め
に
彼
が
乎
均
的
に
要
費
す
る
労
働
時
間
」
と
の
「
諸
連
関
の
う
ち
に
は
、
価
値
の
い
っ
さ
い
の
本
質
的
な
諸
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
」
ー
ー
ー
が
、
「
個
人
的
に
で
な
く
社
会
的
に
」
「
繰
返
さ
れ
る
」
こ
と
、
そ
の
「
総
生
産
物
は
一
の
社
会
的
な
生
産
物
で
あ
る
」
こ
と
、
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
労
働
時
間
」
の
「
社
会
的
に
計
画
的
な
配
分
は
、
相
異
な
る
労
働
諸
機
能
の
正
し
い
比
率
を
規
定
す
15 
る
」
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
（
傍
点
ー
原
文
）
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
「
生
産
が
社
会
の
現
実
の
予
定
的
統
制
下
に
あ
る
場
合
に
の
み
、
社
会
は
、
一
定
財
貨
の
生
産
に
費
囮
さ
れ
る
社
会
的
労
働
時
間
の
範
囲
と
こ
の
財
貨
に
よ
っ
た
充
た
さ
れ
る
べ
き
社
会
的
欲
望
の
範
囲
と
の
間
の
関
連
を
創
造
す
る
」
の
で
あ
り
、
「
資
本
制
的
生
産
様
式
の
止
揚
後
も
、
社
会
的
生
産
が
維
持
さ
れ
て
お
れ
ば
、
価
値
規
定
は
、
…
…
労
働
時
間
の
規
制
、
お
よ
ぴ
相
異
な
る
諸
生
産
群
の
間
で
の
社
会
的
労
働
時
間
の
配
分
、
最
後
に
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
簿
記
が
、
従
来
よ
り
も
重
要
と
な
る
と
い
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
マ
ル
ク
ス
は
、
共
産
主
義
社
会
で
は
、
200 
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
う
意
味
で
依
然
と
し
て
重
き
を
な
す
」
。
る
と
い
う
こ
と
が
、
さ
ら
に
、
す
る
、
工
ソ
ゲ
ル
ス
も
ま
た
、
「
：
・
・
・
・
生
産
を
決
定
す
る
さ
い
に
効
用
と
労
働
支
出
と
を
考
え
あ
わ
せ
ゅ
経
済
学
の
価
値
概
念
の
う
ち
共
産
主
義
社
会
に
の
こ
る
す
べ
て
で
あ
る
」
、
と
の
べ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
と
主
張
し
て
い
「
種
々
の
欲
望
量
に
対
応
す
る
生
産
物
量
が
社
会
的
総
労
働
の
種
々
の
量
的
に
規
定
さ
れ
た
蜃
を
必
要
と
圃
と
い
う
」
、
「
一
定
の
割
合
で
の
社
会
的
労
働
の
分
割
の
必
要
」
の
「
自
然
法
則
」
1
1
共
通
経
済
の
存
在
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
ヽ
畜
ヽ
富
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
冨
。
、
、
、
、
、
、
、
、
「
時
間
の
節
約
は
、
生
産
の
さ
ま
ざ
ま
の
部
門
へ
の
労
働
時
間
の
計
画
的
配
分
と
同
様
に
、
依
然
と
し
て
共
同
的
生
産
の
基
礎
の
う
え
叫
で
の
第
一
の
経
済
法
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
は
る
か
に
高
度
な
趣
旨
で
す
ら
法
則
と
な
る
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
、
る。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
す
す
ん
で
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
共
通
経
済
法
則
が
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
に
特
有
な
内
容
と
存
在
形
態
を
も
つ
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
い
く
ど
も
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
共
通
経
済
法
則
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
い
か
な
る
特
有
な
生
産
関
係
も
表
現
し
な
い
「
抽
象
」
で
あ
っ
て
、
特
有
経
済
諸
法
則
の
抽
象
的
一
側
面
と
し
、
、
、
て
し
か
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
お
な
じ
共
通
経
済
法
則
が
無
政
府
的
、
盲
目
的
に
実
現
さ
れ
る
か
、
計
画
的
、
意
識
的
に
実
現
さ
れ
る
か
、
の
違
い
に
、
特
有
な
形
態
規
定
性
の
違
い
を
還
元
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
特
有
経
済
法
則
は
、
特
有
な
経
済
学
的
範
晦
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
法
論
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
生
産
の
さ
ま
ざ
ま
の
部
門
へ
の
労
働
時
間
の
計
画
的
配
分
」
が
社
会
・
共
産
主
義
の
経
済
法
則
で
あ
る
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
積
極
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
共
通
経
済
法
則
的
性
格
を
も
つ
前
記
の
抽
象
的
連
関
を
構
成
す
る
諸
契
機
は
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
有
な
経
済
的
形
態
規
定
性
に
お
い
て
実
在
す
る
。
｀
畜
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
畜
ヽ
ヽ
富
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
0
畜
＂
。
、
．．
 
畜
•
第
一
に
、
こ
こ
で
は
、
総
生
産
物
が
、
最
初
か
ら
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
生
産
物
と
し
て
、
最
初
か
ら
腹
接
に
社
会
的
な
社
会
的
、
、
、
、
使
用
価
値
で
あ
る
部
門
生
産
物
（
お
よ
び
そ
の
可
除
部
分
で
あ
る
限
り
で
の
企
業
生
産
物
）
の
総
計
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
1
0
六
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論
の
検
討
（
長
砂
）
問
と
の
あ
い
だ
に
は
、
1
0
七
は
、
い
か
な
る
種
類
の
、
ま
た
ど
れ
だ
け
の
社
会
的
欲
望
な
み
た
す
語
部
門
生
産
物
を
生
産
す
る
か
は
、
社
会
に
よ
っ
て
計
画
の
た
か
で
予
定
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
部
門
生
産
物
は
、
し
た
が
っ
て
そ
の
総
体
と
し
て
の
社
会
的
総
生
産
物
は
、
商
品
・
夜
本
主
義
生
産
の
も
と
に
お
け
る
よ
う
な
、
価
値
お
よ
び
剰
余
価
値
の
物
質
的
担
い
手
た
る
か
ぎ
り
で
生
産
者
に
と
っ
て
意
味
を
も
っ
、
直
接
、
、
、
、
に
私
的
な
使
用
価
値
の
事
後
的
な
総
計
と
し
て
の
部
門
生
産
物
お
よ
び
社
会
的
総
生
産
物
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
個
々
の
生
産
物
の
経
済
的
形
態
規
定
性
に
完
全
に
従
属
し
て
部
門
生
産
物
と
社
会
的
総
生
産
物
の
そ
れ
が
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
逆
に
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
経
済
的
形
態
規
定
性
は
、
そ
こ
で
の
社
会
的
総
生
産
物
お
よ
び
部
門
生
産
物
が
最
初
か
ら
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
生
産
物
・
社
会
的
使
用
価
値
で
あ
る
こ
と
に
第
一
義
的
に
表
現
さ
れ
、
そ
れ
に
従
属
さ
せ
て
の
み
、
個
々
の
生
産
物
の
経
済
的
形
態
規
定
性
が
問
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
他
方
に
お
い
て
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
労
働
は
最
初
か
ら
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
労
働
と
し
て
存
在
し
、
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
一
定
財
貨
の
生
産
に
費
さ
れ
る
社
会
的
労
働
時
間
」
あ
る
い
は
、
「
あ
る
社
会
的
財
貨
に
費
さ
れ
る
社
会
的
労
働
の
総
分
展
、
す
な
わ
ち
社
会
が
そ
の
総
労
働
力
の
う
ち
こ
の
財
貨
の
生
産
に
費
す
可
除
部
分
、
つ
ま
り
こ
の
財
貨
の
生
産
が
総
生
産
中
で
、
、
、
、
~
つ
ま
り
部
門
生
産
物
生
産
の
た
め
に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
は
、
最
初
か
ら
直
接
に
社
会
的
な
社
占
め
る
範
囲
」
（
マ
ル
ク
ス
）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
会
的
必
要
労
働
時
間
と
し
て
、
社
会
に
よ
っ
て
、
社
会
全
体
の
計
画
を
通
じ
て
予
定
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
直
接
に
私
的
な
労
働
の
支
出
で
は
な
く
、
盲
目
的
に
、
事
後
的
に
形
成
さ
れ
る
社
会
的
必
要
労
働
時
間
で
は
な
い
。
こ
の
、
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
労
働
・
社
会
的
必
要
労
働
時
間
も
ま
た
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
経
済
的
形
態
規
定
性
の
表
現
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
生
産
物
・
社
会
的
使
用
価
値
と
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
労
働
・
社
会
的
必
要
労
働
時
「
必
然
的
関
連
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
計
画
的
に
、
意
識
的
に
維
持
•
発
展
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
連
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国
民
経
済
の
計
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た
、
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と
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発
展
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則
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論
の
検
討
（
長
砂
）
冨
ヽ
~
ヽ
関
の
発
展
は
、
つ
ね
に
、
非
敵
対
的
矛
盾
の
発
生
と
そ
の
解
決
を
通
じ
て
進
行
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
も
、
、
。
`
‘
、
、
畜
ヽ
ヽ
、
、
｀
ヽ
ヽ
奮
ヽ
ヽ
畜
と
で
の
、
必
然
的
で
本
質
的
な
生
産
関
係
的
連
関
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
か
り
に
「
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
法
則
」
と
よ
ぷ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
則
は
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
社
会
内
分
業
の
特
有
な
生
産
関
係
的
本
質
畜
ヽ
ヽ
ー
部
門
生
産
者
集
団
間
の
平
等
な
活
動
交
換
ー
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
生
産
手
段
と
労
働
力
の
配
分
の
比
率
を
規
定
す
る
「
生
産
の
規
制
者
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
同
志
的
協
カ
・
相
互
援
助
と
生
産
の
計
画
性
の
法
則
」
を
媒
介
と
し
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
社
会
・
共
産
主
義
社
会
の
成
員
の
「
協
同
的
理
性
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
従
っ
て
支
配
さ
れ
た
法
則
」
（
マ
ル
皿
ク
ス
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
則
こ
そ
が
、
価
値
法
則
と
対
立
し
て
社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
の
、
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
の
真
の
姿
で
あ
ろ
う
。
以
上
で
の
「
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
法
則
」
の
特
徴
づ
け
は
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
生
産
諸
関
係
一
般
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
一
般
に
固
有
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
一
般
的
規
定
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
く
に
、
社
会
主
義
段
階
で
存
在
し
作
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
「
価
値
法
則
」
と
こ
の
法
則
と
が
い
か
に
関
連
し
あ
う
か
の
解
明
が
要
請
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
解
明
に
は
た
ち
い
ら
な
い
。
た
だ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
「
純
粋
に
」
展
開
し
て
き
た
「
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
法
則
」
は
、
か
の
共
通
経
済
法
則
を
、
共
産
主
義
一
般
の
、
し
た
が
っ
て
勿
論
、
成
熟
し
た
高
度
な
共
産
主
義
発
展
段
階
に
特
有
な
経
済
的
形
態
規
定
性
に
お
い
て
の
み
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
、
一
般
に
そ
の
存
在
が
承
認
さ
れ
て
い
る
「
価
値
法
則
」
は
、
こ
の
「
純
粋
な
」
共
産
主
義
的
経
済
的
形
態
規
定
性
と
、
社
会
主
義
段
階
に
の
み
特
有
な
経
済
的
形
態
規
定
性
と
の
統
一
に
お
い
て
と
ら
れ
た
「
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
必
要
労
働
時
問
の
法
則
」
で
あ
る
、
ー
|
LJ
o
 
な
お
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
生
産
の
規
制
者
」
の
法
則
的
解
明
は
、
特
有
経
済
諸
法
則
の
一
定
の
体
系
に
お
い
て
の
み
充
分
に
な
さ
れ
1
0
八
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⑫
 
う
る
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
最
後
に
、
こ
の
こ
と
に
ふ
れ
よ
う
。
「
直
接
に
社
会
的
な
社
会
的
必
要
労
慟
時
間
の
法
則
」
‘
 
は
、
社
会
・
共
産
主
義
の
経
済
諸
法
則
の
な
か
で
も
っ
と
も
一
般
的
な
意
義
を
も
っ
た
内
在
的
法
則
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
則
の
解
明
を
社
会
・
共
産
主
義
経
済
学
の
出
発
点
に
す
え
る
こ
と
が
、
多
分
、
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
法
則
が
他
の
諸
法
則
と
い
か
に
関
連
し
あ
う
か
、
諸
法
則
の
体
系
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
る
か
、
と
い
う
重
要
な
問
題
の
解
明
は
、
今
後
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
課
題
が
解
決
さ
れ
る
時
に
は
じ
め
て
、
社
会
・
共
産
主
義
生
産
の
規
制
者
の
問
題
は
‘
―
つ
の
法
則
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
場
合
に
は
ー
た
と
え
そ
の
法
則
が
こ
の
問
題
領
域
に
お
い
て
も
っ
と
も
一
般
的
な
、
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
で
基
本
的
な
役
割
を
果
す
と
は
い
え
ー
ど
う
し
て
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
抽
象
性
と
一
面
性
に
お
い
て
で
は
な
く
、
具
体
的
に
、
全
面
的
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
事
実
上
、
社
会
・
共
産
主
義
経
済
学
の
全
体
系
の
問
題
で
あ
る
。
お
よ
そ
以
上
の
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
の
内
在
法
則
的
側
面
1
1
「
均
衡
性
」
的
側
面
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
主
要
点
で
あ
る
。
注
山
本
稿
第
二
節
の
注
③
を
み
よ
。
図
拙
論
、
「
社
会
主
義
工
業
に
お
け
る
専
門
化
と
協
業
化
の
生
産
関
係
的
本
質
ー
社
会
主
義
的
な
社
会
的
分
業
・
協
業
の
本
性
に
つ
い
て
1
」、
『
宮
大
経
済
論
集
』
K
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
、
邦
訳
、
青
木
文
庫
、
⑲
八
九
四
l
八
九
五
ペ
ー
ジ
。
同
右
、
⑨
八
九
五
ペ
ー
ジ
。
同
右
、
山
一
八
一
l
一
八
二
、
一
七
八
l
一
七
九
ペ
ー
ジ
。
同
右
、
⑲
二
七
九
ー
ニ
八
0
ペ
ー
ジ
、
ま
た
、
⑫
八
九
四
l
八
九
五
ペ
ー
ジ
も
み
よ
。
同
右
‘
⑬
―
二
0
0ペ
ー
ジ
。
F
・
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ
ソ
グ
論
』
、
邦
訳
、
大
月
苔
店
新
訳
研
究
版
、
三
三
六
ペ
ー
ジ
。
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
204 
本
稿
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
か
な
り
大
胆
に
、
U?J Ul) urn (9) 
き
.‘
 
あ
と
カ
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
論
の
検
討
（
長
砂
）
『
資
本
論
に
か
ん
す
る
手
紙
』
、
国
民
文
庫
、
上
巻
、
ニ
一
五
ペ
ー
ジ
。
K
・
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
要
網
』
、
邦
訳
、
大
月
書
店
、
九
三
ペ
ー
ジ
。
K
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
、
前
出
、
倒
三
七
ニ
ペ
ー
ジ
。
拙
論
「
社
会
主
義
経
済
法
則
論
の
発
展
日
」
、
『
富
大
経
済
論
集
』
第
八
巻
第
二
号
（
一
九
六
ニ
・
―
―
―
)
、
（
一
九
六
三
ー
一
九
六
五
年
）
1
0
ペ
ー
ジ
。
「
国
民
経
済
の
計
画
性
を
も
っ
た
、
釣
合
い
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
に
か
ん
す
る
ソ
ビ
エ
ト
の
論
者
た
ち
の
見
解
を
批
判
し
、
わ
れ
わ
れ
の
独
自
な
見
解
の
展
開
を
試
み
た
。
だ
が
、
文
中
に
示
し
た
よ
う
に
、
ま
だ
多
く
の
未
解
決
の
論
点
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
立
入
っ
た
考
察
は
、
後
続
す
る
諸
稿
の
な
か
で
果
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
―1
0
 
